
目
　
　
　
次 

則 

規 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

埼
玉
県
知
事
の
職
務
代
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
四
十
八
号

埼
玉
県
知
事
の
職
務
代
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
知
事
の
職
務
代
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
中
「
岡
島
敦
子
」
を
「
塩
川

修
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
四
十
九
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
平
成
十
九
年
総
務
省
告
示
第
六
百
十
八
号
」
を
「
平
成
二
十
一
年

総
務
省
告
示
第
百
七
十
五
号
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

１６

特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
五
十
六
号
）
の
施
行
に
よ
り
新
た

に
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
工
場
又
は
事
業
場
と
な
る
も
の
を
設
置
し

て
い
る
者
の
当
該
工
場
又
は
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
一
条
第
四
号
の
規
定
は
、
平
成
二

十
一
年
十
月
一
日
か
ら
三
年
間
は
、
適
用
し
な
い
。

規

則

○
埼
玉
県
知
事
の
職
務
代
理
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
改
革
推
進
課
）

一

○
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
青
空
再
生
課
）

一

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

（
自
然
環
境
課
）

二
〇

○
埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
福
祉
政
策
課
）

二
六

○
埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

（
こ
ど
も
安
全
課
）

四
七

○
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

（

〃

）

四
七

○
埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則（

医
療
整
備
課
）

五
三

○
母
子
保
健
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

（
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

六
〇

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す

証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則（

建
築
指
導
課
）

六
〇

○
埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則（

〃

）

六
〇

○
埼
玉
県
建
築
審
査
会
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

（

〃

）

七
三

○
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

（

〃

）

七
三

○
埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

（
出
納
総
務
課
）

七
六

訓

令

○
副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令

（
改
革
推
進
課
）

八
八

告

示

○
埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規

程
の
一
部
改
正

（
建
築
指
導
課
）

八
八

○
会
計
管
理
者
事
務
の
一
部
委
任
告
示

の
一
部
改
正

（
出
納
総
務
課
）

八
九

埼玉県発行
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「

様

請
求
者
（
代
表
者
）
住
所

様
式
第
一
号
中

氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

い
て
調
査
を
請
求
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

請
求
者
（
代
表
者
）
住

印

を

氏
）

（
電
話
番

り
公
害
の
状
況
に
つ

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

」

い
て
調
査
を
請
求
し
ま
す
。

所

に
改
め
る
。

名
印

号
）

の
と
お
り
公
害
の
状
況
に
つ

」

「

様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
二
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

環
境
負
荷
低
減
計
画
を
作
成
（
変
更
）
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保

項
の
規
定
に
よ
り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県
知
事

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び

を

並
び
に
法
人
に
あ
っ

そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話

全
条
例
第
１
０
条
第
２

環
境
負
荷
低
減
計
画
を
作
成
（
変
更
）
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生

」

項
の
規
定
に
よ
り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

住
所

印
て
は

に
改
め
る
。

番
号

）

活
環
境
保
全
条
例
第
１
０
条
第
２

」

「

様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
三
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

年
度
の
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
）
の
減
量
そ
の

る
計
画
を
作
成
（
変
更
）
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
２
０

よ
り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

を
そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話
番
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他
そ
の
処
理
に
関
す

年
度
の
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
）
の
減

条
第
２
項
の
規
定
に

る
計
画
を
作
成
（
変
更
）
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
よ
り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

所
印

は
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「日

本
標
準
産
業
分
類

」
の
次
に

号
）

量
そ
の
他
そ
の
処
理
に
関
す

第
２
０
条
第
２
項
の
規
定
に

」

「（
平
成
２
１
年
総
務
省
告
示
第
１
７
５
号
）

」
を
加
え
る
。

「

様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
四
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
２
０
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

処
理
計
画
の
実
施
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び

を

並
び
に
法
人
に
あ
っ

そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話

年
度
の
産
業
廃
棄
物

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
２
０
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

」
処
理
計
画
の
実
施
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

住
所

印
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「日

本
標
準
産
業
分
類

」
の

番
号

）
、

年
度
の
産
業
廃
棄
物

」

次
に
「（平

成
２
１
年
総
務
省
告
示
第
１
７
５
号

）」
を
加
え
る
。

「

様

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
五
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
粒
子
状
物

置
の
指
定
を
受
け
た
い
の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

を

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話
番

質
を
減
少
さ
せ
る
装

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
粒

」
置
の
指
定
を
受
け
た
い
の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

所
印

は
に
改
め
る
。
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号
）

子
状
物
質
を
減
少
さ
せ
る
装

」

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
六
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受

減
少
さ
せ
る
装
置
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全

８
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

を

そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話
番

け
た
粒
子
状
物
質
を

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
指

条
例
施
行
規
則
第
１

減
少
さ
せ
る
装
置
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環

」
８
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

所
印

は

に
改
め
る
。

号
）

定
を
受
け
た
粒
子
状
物
質
を

境
保
全
条
例
施
行
規
則
第
１

」

「

様提
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
六
号
の
二
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
自

排
出
抑
制
の
た
め
に
必
要
な
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
の
実
施
に

の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
提
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

並
び
に
法
人
に
あ

を

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

動
車
排
出
粒
子
状
物
質
等
の

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
６
条
第
３
項
の
規
定
に

関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
次

排
出
抑
制
の
た
め
に
必
要
な
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き
措
置

」
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「平

成
１
４
年
総
務
省

名話
番
号

）
よ
り
、
自
動
車
排
出
粒
子
状
物
質
等
の

の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
次

」

告
示
第
１
３
９
号

」
を
「平

成
２
１
年
総
務
省
告
示
第
１
７
５
号

」
に
改
め
る
。

「

様
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提
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
六
号
の
三
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

自
動
車
排
出
粒
子
状
物
質
等
の
排
出
抑
制
の
た
め
に
必
要
な
計
画
的

実
施
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
変
更
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
提
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び

並
び
に
法
人
に
あ
っ

を

そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話

に
取
り
組
む
べ
き
措
置
の

自
動
車
排
出
粒
子
状
物
質
等
の
排
出
抑
制
の
た
め
に
必
要
な

全
条
例
第
３
６
条
第
３
項

実
施
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
変
更
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活

」
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

住
所

印
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「平

成
１
４
年
総
務
省
告
示

番
号

）
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
の

環
境
保
全
条
例
第
３
６
条
第
３
項

」

第
１
３
９
号

」
を
「平

成
２
１
年
総
務
省
告
示
第
１
７
５
号

」
に
改
め
る
。

「

様報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
六
号
の
四
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
７
条
の
規
定
に
よ
り
、
自
動
車
排

制
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告

「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

出
粒
子
状
物
質
等
の
排
出
抑

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３
７
条
の
規
定
に
よ
り
、

し
ま
す
。

」
制
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「平

成
１
４
年
総
務
省

名話
番
号

）
自
動
車
排
出
粒
子
状
物
質
等
の
排
出
抑

お
り
報
告
し
ま
す
。

」

告
示
第
１
３
９
号

」
を
「平

成
２
１
年
総
務
省
告
示
第
１
７
５
号

」
に
改
め
る
。

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
七
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３
条
第
１
項
、
第

に
よ
り
、
指
定
ば
い
煙
発
生
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
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「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

５
４
条
第
１
項
）
の
規
定

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３
条

」
に
よ
り
、
指
定
ば
い
煙
発
生
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「同
条
例

」
を
「埼

玉
名話
番
号

）
第
１
項
、
第
５
４
条
第
１
項
）
の
規
定

け
出
ま
す
。

」
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
八
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３
条
第
１
項
、
第

よ
り
、
指
定
炭
化
水
素
類
発
生
施
設
（
使
用
施
設
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

５
４
条
第
１
項
）
の
規
定
に

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３

次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
」

よ
り
、
指
定
炭
化
水
素
類
発
生
施
設
（
使
用
施
設
を
除
く
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「同

条
例

」を「埼
氏
名
電
話
番
号

）
条
第
１
項
、
第
５
４
条
第
１
項
）
の
規
定
に

）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
」

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
九
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３
条
第
１
項
、
第

よ
り
、
指
定
炭
化
水
素
類
発
生
施
設
（
使
用
施
設
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、

「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

５
４
条
第
１
項
）
の
規
定
に

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３

次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
」

よ
り
、
指
定
炭
化
水
素
類
発
生
施
設
（
使
用
施
設
に
限
る
。
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及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

氏
名
電
話
番
号

）
条
第
１
項
、
第
５
４
条
第
１
項
）
の
規
定
に

）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
」

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
十
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３
条
第
１
項
、
第

に
よ
り
、
指
定
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

５
４
条
第
１
項
）
の
規
定

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３
条

」
に
よ
り
、
指
定
粉
じ
ん
発
生
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「同

条
例

」
を
「埼

玉
名話
番
号

）

第
１
項
、
第
５
４
条
第
１
項
）
の
規
定

け
出
ま
す
。

」
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
十
一
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３
条
第
１
項
、

に
よ
り
、
指
定
排
水
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

第
５
４
条
第
１
項
）
の
規
定

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
１
項
（
第
５
３

」
に
よ
り
、
指
定
排
水
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「同

条
例

」
を
「埼

氏
名
電
話
番
号

）
条
第
１
項
、
第
５
４
条
第
１
項
）
の
規
定

ま
す
。

」
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「
様
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届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

様
式
第
十
二
号
中

指
定

第
５
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

指
定

第
５
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定

て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）

を

（
電

騒
音
施
設
の
設
置

第
５
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

騒
音
作
業
の
開
始
に
つ
い

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

騒
音
施
設
の
使
用

第
５
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

騒
音
作
業
の
実
施

」

て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

び
住
所

印
っ
て
は

名話
番
号

）

に
改
め
る
。

り
、
指
定
騒
音
施
設
の
設
置

指
定
騒
音
作
業
の
開
始

に
つ
い

り
、
指
定
騒
音
施
設
の
使
用

指
定
騒
音
作
業
の
実
施

」

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
十
三
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
（
第
５
４
条
第
２
項
）

施
設
の
種
類
ご
と
の
数
又
は
指
定
騒
音
作
業
の
種
類
の
変
更
に
つ
い
て
、

「
（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

の
規
定
に
よ
り
、
指
定
騒
音

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
（
第
５
４

次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
」

施
設
の
種
類
ご
と
の
数
又
は
指
定
騒
音
作
業
の
種
類
の
変
更

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「同

条
例

」
を
「埼

氏
名
電
話
番
号

）
条
第
２
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
騒
音

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
」

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「

様
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届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
十
四
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
騒
音

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

の
防
止
の
方
法
の
変
更
に

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

」

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
る
。

名話
番
号

）
り
、
騒
音
の
防
止
の
方
法
の
変
更
に
」

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
十
五
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
３
項
（
第
５
３
条
第
３
項
）

施
設
の
設
置
（
使
用
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

の
規
定
に
よ
り
、
指
定
振
動

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
２
条
第
３
項
（
第
５
３

」
施
設
の
設
置
（
使
用
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

氏
名
電
話
番
号

）
条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
振
動

す
。

」
「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
十
六
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
（
第
５
４
条
第
３
項
）

施
設
の
種
類
及
び
能
力
ご
と
の
数
（
指
定
振
動
施
設
の
使
用
の
方
法
）
の

り
届
け
出
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

－９－
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並
び
に
法
人
に

を

そ
の
代
表
者
の

）
（

の
規
定
に
よ
り
、
指
定
振
動

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
（
第
５
４

変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

施
設
の
種
類
及
び
能
力
ご
と
の
数
（
指
定
振
動
施
設
の
使
用

」
り
届
け
出
ま
す
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「同

条
例

」
を
「埼

氏
名
電
話
番
号

）
条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
振
動

の
方
法
）
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

」

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
十
七
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
振
動

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び

を

並
び
に
法
人
に
あ
っ

そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話

の
防
止
の
方
法
の
変
更

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

」
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

住
所

印
て
は

に
改
め
る
。

番
号

）
、
振
動
の
防
止
の
方
法
の
変
更

」

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
十
八
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

氏
名
（
名
称
、
住
所
、
所
在
地
）
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
生

条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

活
環
境
保
全
条
例
第
５
４

氏
名
（
名
称
、
住
所
、
所
在
地
）
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、

」
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

－１０－
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び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
る
。

名話
番
号

）
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４
」

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
十
九
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

指
定
施
設
の
使
用
（
指
定
騒
音
作
業
）
を
廃
止
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生

条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

活
環
境
保
全
条
例
第
５
４

指
定
施
設
の
使
用
（
指
定
騒
音
作
業
）
を
廃
止
し
た
の
で
、

」
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
る
。

名話
番
号

）
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
５
４

」

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
二
十
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

指
定
施
設
（
指
定
騒
音
作
業
）
に
係
る
届
出
者
の
地
位
を
承
継
し
た
の

保
全
条
例
第
５
８
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び

を

並
び
に
法
人
に
あ
っ

そ
の
代
表
者
の
氏
名

）
（
電
話

で
、
埼
玉
県
生
活
環
境

指
定
施
設
（
指
定
騒
音
作
業
）
に
係
る
届
出
者
の
地
位
を
承
継

。
」

保
全
条
例
第
５
８
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け

住
所

印
て
は

に
改
め
る
。

番
号

）
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境

出
ま
す
。

」

「

様

報
告
者
氏
名

様
式
第
二
十
五
号
中

並
び
そ
の

－１１－
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埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
７
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

り
報
告
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

又
は
名
称
及
び
住
所

印
に
法
人
に
あ
っ
て
は

を

代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

）
定
化
学
物
質
の
取
扱
量
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
７
４
条

」
り
報
告
し
ま
す
。

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

印
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

）
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
化
学
物
質
の
取
扱
量
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

」

の
備
考
４
中「

ま
た
、
「
業
種
コ
ー
ド
」
の
欄
に
は
、
業
種
に
対
応
す
る
日
本
標
準
産
業
分
類
に

お
け
る
分
類
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
。
」

を
削
る
。

「

様

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
二
十
六
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
第
５
８
条
第
１
項
の
規
定
に

の
名
称
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
化
学
物
質
の
名
称
に
代
え
て
、
対
応
す

に
よ
っ
て
公
表
を
す
る
こ
と
を
請
求
し
ま
す
。

「

（
あ
て
先
）

埼
玉
県
知
事

印
申
請
者
氏
名
又
は
名
称

並
び
に
法
人
に

を

そ
の
代
表
者
の

）
（

よ
り
、
次
の
特
定
化
学
物
質

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
第
５
８
条
第
１
項

る
化
学
物
質
の
分
類
の
名
称

の
名
称
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
化
学
物
質
の
名
称
に
代
え
て

」
に
よ
っ
て
公
表
を
す
る
こ
と
を
請
求
し
ま
す
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

氏
名

に
改
め
る
。

電
話
番
号

）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
特
定
化
学
物
質

、
対
応
す
る
化
学
物
質
の
分
類
の
名
称

」

「

様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
二
十
七
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

特
定
化
学
物
質
等
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
に
関

更
）
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
７
５
条
第
２
項
の
規

り
提
出
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及

－１２－
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並
び
に
法
人
に
あ

を

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

す
る
手
順
書
を
作
成
（
変

特
定
化
学
物
質
等
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措

定
に
よ
り
、
別
添
の
と
お

更
）
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
７
５
条
第
２

」
り
提
出
し
ま
す
。

び
住
所

印
っ
て
は

名

に
改
め
る
。

話
番
号

）
置
に
関
す
る
手
順
書
を
作
成
（
変

項
の
規
定
に
よ
り
、
別
添
の
と
お
」

「
様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
二
十
八
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

汚
染
処
理
計
画
を
作
成
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第

り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

７
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

汚
染
処
理
計
画
を
作
成
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保

」
り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

氏
名
電
話
番
号

）
全
条
例
第
７
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

」

「
様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

様
式
第
二
十
九
号
中

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

汚
染
し
た
土
壌
の
処
理
（
汚
染
の
拡
散
の
防
止
の
措
置
）
を
完
了
し

境
保
全
条
例
第
７
８
条
第
３
項
（
第
７
９
条
第
４
項
、
第
８
０
条
第
５

の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及

並
び
に
法
人
に
あ

を

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環

汚
染
し
た
土
壌
の
処
理
（
汚
染
の
拡
散
の
防
止
の
措
置
）
を

項
）
の
規
定
に
よ
り
、
次

境
保
全
条
例
第
７
８
条
第
３
項
（
第
７
９
条
第
４
項
、
第
８
０

」
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。
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び
住
所

印
っ
て
は

名

に
改
め
る
。

話
番
号

）
完
了
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環

条
第
５
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
」

「
様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
三
十
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

土
壌
の
汚
染
の
状
況
の
調
査
を
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条

８
０
条
第
２
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

例
第
７
９
条
第
１
項
（
第

土
壌
の
汚
染
の
状
況
の
調
査
を
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環

す
。

」
８
０
条
第
２
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
る
。

名話
番
号

）
境
保
全
条
例
第
７
９
条
第
１
項
（
第

報
告
し
ま
す
。

」
「

様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
三
十
一
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

汚
染
拡
散
防
止
計
画
を
作
成
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条

条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名

を

並
び
に
法
人

そ
の
代
表
者

）
例
第
７
９
条
第
３
項
（
第
８
０

汚
染
拡
散
防
止
計
画
を
作
成
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活

」
条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
別
添
の
と
お
り
提
出
し
ま

称
及
び
住
所

印
に
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

の
氏
名

（
電
話
番
号

）
環
境
保
全
条
例
第
７
９
条
第
３
項
（
第
８
０

す
。

」
「

様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
三
十
二
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

－１４－
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（
電
話
番
号

過
去
の
特
定
有
害
物
質
取
扱
事
業
所
の
設
置
の
状
況
等
を
調
査
し
た

保
全
条
例
第
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及

を
並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境

過
去
の
特
定
有
害
物
質
取
扱
事
業
所
の
設
置
の
状
況
等
を
調

り
報
告
し
ま
す
。

」
保
全
条
例
第
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
る
。

名話
番
号

）
査
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境

の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

」
「

様

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
三
十
三
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
８
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
地
下
水
の

で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
申
請
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

採
取
の
許
可
を
受
け
た
い
の

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
８
６
条
の
規
定
に
よ
り
、

」
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

氏
名
電
話
番
号

）
地
下
水
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
い
の
」

様
式
第
三
十
四
号
の
備
考
２
中
「同

条
例

」
を
「埼

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
三
十
七
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
８
８
条
第
２
項
（
第
８
９
条
第
３
項

地
下
水
の
採
取
（
揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
の
変
更
）
に
つ
い
て
、

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は

を

並
び
に
法

そ
の
代
表

）
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、
第
９
２
条
）
の
規
定
に
よ
り
、

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
８
８
条
第
２
項
（
第

次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

」
地
下
水
の
採
取
（
揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
の
変
更

名
称
及
び
住
所

印
人
に
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
及
び
４
中
「同

者
の
氏
名

（
電
話
番
号

）
８
９
条
第
３
項
、
第
９
２
条
）
の
規
定
に
よ
り
、

）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

」
条
例

」
を
「埼

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「
様

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
三
十
八
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
８
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
地

を
受
け
た
い
の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
申
請
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

下
水
の
採
取
の
変
更
の
許
可

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
８
９
条
第
１
項
の
規
定
に

」
を
受
け
た
い
の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

氏
名
電
話
番
号

）
よ
り
、
地
下
水
の
採
取
の
変
更
の
許
可
」

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
三
十
九
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第

２
項
）
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名

を

並
び
に
法
人

そ
の
代
表
者

）
８
９
条
第
４
項
（
第
９
３
条
第

次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境

」
２
項
）
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

称
及
び
住
所

印
に
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

の
氏
名

（
電
話
番
号

）
保
全
条
例
第
８
９
条
第
４
項
（
第
９
３
条
第

－１６－
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」
「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
、
地
下
水
の
採

り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

取
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
、
地

」
り
届
け
出
ま
す
。

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
る
。

名話
番
号

）
下
水
の
採
取
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
」

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
一
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
揚

い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

水
施
設
の
構
造
の
変
更
に
つ

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
３
条
第
１
項
の
規
定
に

」
い
て
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

氏
名
電
話
番
号

）
よ
り
、
揚
水
施
設
の
構
造
の
変
更
に
つ

」

「

様

様
式
第
四
十
三
号
中

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
下

「
（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

を

水
の
採
取
量
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。
」

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
６
条
第
２

に
改
め
る
。
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項
の
規
定
に
よ
り
、
地
下
水
の
採
取
量
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。」

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
四
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

揚
水
施
設
の
使
用
者
の
地
位
を
承
継
し
た
の
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名
称

を

並
び
に
法
人
に

そ
の
代
表
者
の

）
（

保
全
条
例
第
９
７
条
第
３
項

揚
水
施
設
の
使
用
者
の
地
位
を
承
継
し
た
の
で
、
埼
玉
県

」
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

及
び
住
所

印
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

氏
名
電
話
番
号

）
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
７
条
第
３
項

」

「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
五
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
揚

次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は
名

を

並
び
に
法
人

そ
の
代
表
者

）
水
施
設
の
廃
止
等
に
つ
い
て
、

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
９
８
条
第
１
項
の
規
定

」
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

称
及
び
住
所

印
に
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「同

条
例

」を「埼
の
氏
名

（
電
話
番
号

）
に
よ
り
、
揚
水
施
設
の
廃
止
等
に
つ
い
て
、
」

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「

様

報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
六
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

大
気
の
汚
染
（
水
質
の
汚
濁
）
に
係
る
事
故
が
発
生
し
た
の
で
、
埼

第
１
０
９
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

－１８－
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印
報
告
者
氏
名
又
は
名
称
及

を

並
び
に
法
人
に
あ

そ
の
代
表
者
の
氏

）
（
電

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

大
気
の
汚
染
（
水
質
の
汚
濁
）
に
係
る
事
故
が
発
生
し
た
の

」
第
１
０
９
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
報
告
し
ま

び
住
所

印
っ
て
は

に
改
め
る
。

名話
番
号

）
で
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

す
。

」
「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
七
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
１
１
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

「
（
あ
て
先
）
埼
玉
県
知
事

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印

を

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び

並
び
に
法
人
に
あ
っ

）
そ
の
代
表
者
の
氏
名

の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
」

（
電
話

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
１
１
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

住
所

印

に
、
「同

規
則

」
を
「埼

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規

て
は

番
号

）
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。」

則

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「同

条
例

」
を
「埼

玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

」
に
改
め
る
。

「
様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
八
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
１
１
３
条
第
３
項
（
第
１
１
５
条
第

条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又
は

を

並
び
に
法

そ
の
代
表

）
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
１
３

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
１
１
３
条
第
３
項

」
条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出

名
称
及
び
住
所

印
人
に
あ
っ
て
は

に
改
め
る
。

者
の
氏
名

－１９－
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（
電
話
番
号

）
（
第
１
１
５
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
１
３

ま
す
。

」
「

様

届
出
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

様
式
第
四
十
九
号
中

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
１
１
３
条
第
３
項
（
第
１
１
５
条
第

条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

「
（
あ
て
先
）

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所
長

印
届
出
者
氏
名
又

を

並
び
に

そ
の
代

）
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
１
３

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
１
１
３
条
第
３
項

」
条
第
３
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届
け
出

は
名
称
及
び
住
所

印
法
人
に
あ
っ
て
は

に
改
め
、
同
様
式
別
紙
１
の
備
考
２
及

表
者
の
氏
名

（
電
話
番
号

）
（
第
１
１
５
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
１
３

ま
す
。

」

び
３
中
「同

令

」
を
「大

気
汚
染
防
止
法
施
行
令

」
に
改
め
、
同
様
式
別
紙
２
の
備
考
２
中
「同

令

」
を
「水

質
汚
濁
防
止
法
施
行
令

」
に
改
め
、
同
様
式
別
紙
４
の
備
考
２
か
ら
４
ま
で
の
規
定

中
「同

令
別
表
第
１

」
を
「ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
別
表
第
１

」
に
改
め
る
。

「
（
あ
て
先
）

様
式
第
五
十
号
中
「埼
玉
県
知
事
様

」
を

に
改
め
る
。

埼
玉
県
知
事
」

様
式
第
五
十
五
号
中
「埼

玉
県

�

」
を
「埼

玉
県

環
境
管
理
事

務
所
長
�

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
様
式
第
三
号

の
備
考
２
、
様
式
第
四
号
の
備
考
２
、
様
式
第
六
号
の
二
の
備
考
１
、
様
式
第
六
号
の
三
の
備
考

１
及
び
様
式
第
六
号
の
四
の
備
考
１
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
附
則
に
一

項
を
加
え
る
改
正
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
九

十
六
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
九

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
チ
中
「
若
し
く
は
大
学
又
は
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
」
を
「
、
大
学
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財

団
法
人
」
に
改
め
る
。

「
（
あ
て
先
）

「
埼

玉
県

知
事

様
式
第
一
号
中

様

を

埼
玉
県
知
事

埼
玉
県
環
境
管
理
事
務
所
長

」
埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所

に
改
め
る
。

長
」

「
埼

玉
県

知
事

「
（
あ
て
先
）

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
中

様

を

埼
玉
県
環
境
管
理
事
務
所
長

」
埼
玉
県

－２０－
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埼
玉
県
知
事

に
改
め
る
。

環
境
管
理
事
務
所
長
」

「
（
あ
て
先
）

様
式
第
四
号
中
「埼

玉
県
環
境
管
理
事
務
所
長

様

」
を

埼
玉
県

環
境
管
理
事
務

に
改
め
る
。

所
長
」

「
埼

玉
県

知
事

「
（
あ
て
先
）

様
式
第
五
号
中

様

を

埼
玉
県
知
事

埼
玉
県
環
境
管
理
事
務
所
長

」
埼
玉
県

環
境
管
理
事
務
所

に
改
め
る
。

長
」

様
式
第
六
号
（
表
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

－２１－
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様
式
第
六
号
（
裏
面
）
の
注
意
１
中
「銃

砲
の
種
類
ご
と
に
銃
砲
所
持
許
可
番
号
及
び
交
付
年

月
日
を
主
と
し
て
使
用
す
る
銃
砲
１
丁
に
つ
い
て

」
を
「猟

銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証
の
番
号
及

び
交
付
年
月
日
を

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
の
注
意
４
中
「明

瞭

」
を
「明

り
ょ
う

」
に
改

め
る
。

様
式
第
七
号
（
表
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
七
号
（
裏
面
）
の
注
意
１
中
「銃

砲
の
種
類
ご
と
に
銃
砲
所
持
許
可
番
号
及
び
交
付
年

月
日
を
主
と
し
て
使
用
す
る
銃
砲
１
丁
に
つ
い
て

」
を
「猟

銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証
の
番
号
及

び
交
付
年
月
日
を

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
の
注
意
４
中
「明

瞭

」
を
「明

り
ょ
う

」
に
改

め
る
。

様
式
第
八
号
及
び
様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
（
あ
て
先
）

様
式
第
十
号
（
一
）
中
「埼
玉
県
知
事

様

」
を

に
、

埼
玉
県
知
事
」

「銃
砲
所
持
許
可
証

」
を
「猟

銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
１
中

「様
式
第
２
号

」
を
「様

式
第
１
１
号

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
４
中
「当

該
方
法

」
を

「、
当
該
方
法

」
に
改
め
る
。

「
（あ

様
式
第
十
号
（
二
）
か
ら
様
式
第
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「埼

玉
県
知
事

様

」
を

て
先
）

に
改
め
る
。

埼
玉
県
知
事
」

「
（
あ
て
先
）

様
式
第
十
五
号
中
「埼

玉
県
知
事

様

」
を

に
、
「第

１
埼
玉
県
知
事
」

条
各
号

」
を
「第

２
条
各
号

」
に
改
め
る
。

「
（
あ
て
先
）

様
式
第
十
六
号
中
「埼

玉
県
知
事

様

」
を

に
改
め
る
。

埼
玉
県
知
事
」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
一
号

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
ロ
�
中
「
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
当
該
建
築
物
の
案
内
設
備
（
点
字
、
音

声
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
案
内
す
る
も
の
に
限
る
。�
及
び
�
に
お
い
て
同
じ
。）

を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
等
か
ら
当
該
案
内
設
備
」
を
「
道
等
か
ら
建
築
物
又
は
そ
の
敷

地
に
設
け
た
案
内
設
備
（
点
字
、
音
声
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
案
内
す
る
も
の
に

限
る
。）」
に
、
「
�
及
び
�
」
を
「
�
及
び
�
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
�
を
削
り
、
�
を
�
と
し
、
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同
号
ロ
�
中
「
�
�
�ロ
」
を
「
�
�
�ロ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
�
を
同
号
ロ
�
と
し
、
同
号
ヘ
�
中

「
手
す
り
」
を
「
両
側
に
手
す
り
」
に
改
め
、
同
号
ト
�
中
「
�
」
を
「
�
及
び
�
」
に
、
「
共

同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
に
設
け
ら
れ
る
」
を
「
�
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
ト
�
�
中
「
床
面
積

は
一
・
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
幅
は
一
・
四
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
ト
�
�
に
次
の
た

だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
別
表
第
三
第
一
号
イ
か
ら
カ
ま
で
、
タ
か
ら
ツ
ま
で
及
び
ウ
に
設
け
ら

れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
あ
っ
て
は
、
か
ご
の
奥
行
き
は
一
・
三
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と

す
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
一
号
ト
�
�十三
中
「
建
築
物
に
設
け
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
の
下
に「（
主
と
し
て

視
覚
障
害
者
が
利
用
す
る
も
の
を
除
く
。
�十四
及
び
�十五
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
ト
�
�

に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
地
上
階
又
は
そ
の
直
上
階
若
し
く
は
直
下
階
以
外
の
階
に
居
住
者
の
た

め
の
共
用
部
分
で
あ
る
居
室
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
配
慮
し
た
チ

�
若
し
く
は
�
に
定
め
る
便
所
又
は
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
が
あ
る
共
同
住
宅

又
は
寄
宿
舎
に
設
け
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
あ
っ
て
は
、
か
ご
の
幅
は
一
・
四
メ

ー
ト
ル
以
上
と
し
、
か
ご
の
奥
行
き
は
一
・
三
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
と
と
も

に
、
か
ご
の
平
面
形
状
は
、
車
い
す
の
転
回
に
支
障
が
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
一
号
ト
�
�
中
「
床
面
積
は
、
〇
・
八
四
メ
ー
ト
ル
」
を
「
幅
は
七
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
と
し
、
か
ご
の
奥
行
き
は
一
・
二
メ
ー
ト
ル
」に
改
め
、
同
号
ト
�
�
中「
床
面
積
」

を
「
幅
及
び
奥
行
き
」
に
改
め
、
同
号
チ
�
中
�
を
削
り
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
同
号

チ
�
�
中
「
�
�
」
を
「
�
�
」
に
改
め
、
同
号
チ
�
中
「
�
」
を
「
�
」
に
改
め
、
同
号
チ
�

を
同
号
チ
�
と
し
、
同
号
チ
�
中
「
�
」
を
「
�
」
に
改
め
、
同
号
チ
�
�
中
「
便
房
又
は
」
を

削
り
、
同
号
チ
�
�
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
便
所
以
外
の
場
所
で
あ
っ
て
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
者
が
利
用
し
や
す
い

場
所
に
当
該
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

別
表
第
一
第
一
号
チ
�
�
中
「
及
び
便
所
」を「
、
便
所
及
び
�
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
所
」

に
改
め
、
同
号
チ
�
を
同
号
チ
�
と
し
、
同
号
チ
�
中
「
�
」
を
「
�
」
に
改
め
、
同
号
チ
�
を

同
号
チ
�
と
し
、
同
号
チ
�
を
同
号
チ
�
と
し
、
同
号
チ
�
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

利
用
者
の
用
に
供
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
便
房
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
こ
う
門
又
は
人
工
ぼ
う
こ
う
を
使
用
し
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の

利
用
に
配
慮
し
た
設
備
（
以
下
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用
設
備
」
と
い
う
。）
を
設
け
た
便

所
を
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
設

け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
第
一
号
イ
か
ら
チ
ま
で
、
ヌ
か
ら
カ
ま

で
、
タ
か
ら
ツ
ま
で
、
ム
（
床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限

る
。）
及
び
ウ
に
利
用
者
の
用
に
供
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
並
び
に
同
号
リ
（
床
面

積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。）
に
お
い
て
は
、
便
房
に
オ

ス
ト
メ
イ
ト
用
設
備
を
設
け
た
便
所
を
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る

と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
一
号
ヌ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ヌ

客
室

�

客
室
の
総
数
が
五
十
以
上
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
又
は
下
宿
に
あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
客
室
（
以
下
「
配
慮
さ
れ
た
客
室
」
と
い
う
。）
を
一
以
上
設
け
る

こ
と
。

	

便
所
は
、
チ
�
	
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

�

浴
室
は
、
リ
�
及
び
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

�

室
内
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
十
分
な
床
面

積
を
確
保
す
る
こ
と
。

�

客
室
の
総
数
が
五
十
未
満
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
又
は
下
宿
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上
の
配

慮
さ
れ
た
客
室
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

�

�
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
又
は
下
宿
は
、
�
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
客
室
の
総
数
が
五
十

以
上
二
百
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
客
室
の
総
数
に
五
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
か
ら
�
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
数
を
減
じ
た
数
以
上
、
客
室
の
総
数
が
二
百
を
超
え

る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
客
室
の
総
数
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
に
二
を
加
え
た

数
か
ら
�
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
数
を
減
じ
た
数
以
上
の
配
慮
さ
れ
た
客
室
を
設
け
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
一
号
ワ
�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

�

建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
は
、
当
該
建
築
物
又
は
敷
地
内
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の

円
滑
な
利
用
に
配
慮
し
た
設
備
の
配
置
を
表
示
し
た
案
内
板
そ
の
他
の
設
備（
以
下「
主

要
な
案
内
板
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑

な
利
用
に
配
慮
し
た
設
備
の
配
置
を
容
易
に
視
認
で
き
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

別
表
第
一
第
一
号
ワ
中
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
配
慮
し
た
昇
降
機
、
便
所
又
は
駐
車
場
等
の
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付
近
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
昇
降
機
、
便
所
又
は
駐
車
場
等
が
あ
る
こ
と
を
表
示
す

る
表
示
板
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
一
号
カ
�
中
「
供
す
る
駐
車
場
」
の
下
に「（
専
ら
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自

動
二
輪
車（
い
ず
れ
も
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。）の
駐
車
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。）」を
加
え
、

同
号
タ
�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

�

床
面
積
の
合
計
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
で
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
者
が

長
時
間
利
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
用
ベ
ッ
ド
及
び
い
す
そ
の
他
乳
幼
児
の

お
む
つ
の
交
換
及
び
授
乳
が
で
き
る
設
備
が
配
置
さ
れ
た
場
所（
以
下「
授
乳
場
所
等
」

と
い
う
。）
を
設
け
る
こ
と
。
ま
た
、
床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五

千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
で
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
者
が
長
時
間
利
用
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
授
乳
場
所
等
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
一
号
ソ
�
中
「
ソ
に
お
い
て
」
を
「
ソ
及
び
ネ
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
ツ
中

「
�
並
び
に
」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ネ

自
動
車
車
庫
等
を
含
む
建
築
物
の
床
面
積
の
算
定
方
法

床
面
積
（
建
築
物
の
増
築
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
増
築
等
に
係
る
部
分
の
床
面

積
）
の
合
計
が
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
号
に
定
め
る

床
面
積
に
、
自
動
車
車
庫
そ
の
他
の
専
ら
自
動
車
又
は
自
転
車
の
停
留
又
は
駐
車
の
た
め

の
施
設
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
（
次
号
に
お
い
て
、
「
車
庫
等
床
面
積
」
と
い

う
。）
を
算
入
し
な
い
。

別
表
第
一
第
二
号
中「（
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
（
別
表
第
三
第

一
号
イ
か
ら
チ
ま
で
及
び
ラ
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。））」を「（
床
面
積
（
車
庫
等
床

面
積
を
除
く
。）
の
合
計
が
、
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
（
別
表
第
三
第
一
号
イ
か
ら

リ
ま
で
、
ル
及
び
ウ
並
び
に
第
二
号
ロ
を
除
く
。）
及
び
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
同
表
第

一
号
ル
及
び
第
二
号
ロ
の
店
舗
を
い
う
。）」に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
三
号
ホ
�
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

戸
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
ハ
�
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

�

照
明
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
ト
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

階
段
（
側
面
が
壁
面
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）
の
両
側
に
は
、
立
ち
上
が
り
を
設
け

る
こ
と
。

�

照
明
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
チ
�
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
開
扉
時
間
を
延
長
す
る
機
能
を
有
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
チ
�
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
は
、
当
該
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
行
き
先
及
び
昇
降
方
向
を
音

声
に
よ
り
知
ら
せ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
リ
�
中
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
同
号
リ
�
�
中
「
床

面
と
の
す
き
間
」
を
「
床
面
の
縁
端
と
の
間
隔
」
に
改
め
、
同
号
リ
�
�
を
同
号
リ
�
�
と
し
、

そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

鉄
道
の
駅
の
適
切
な
場
所
に
お
い
て
、
列
車
に
設
け
ら
れ
る
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
に

通
ず
る
鉄
道
車
両
の
乗
降
口
が
停
止
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
上
の
位
置
を
表
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
上
の
位
置
が
一
定
し
て
い
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

別
表
第
一
第
三
号
リ
�
�
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
縁
端
と
鉄
道
車
両
の
乗
降
口
の
床
面
の
縁
端
と
の
間
隔
は
、

鉄
道
車
両
の
走
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り

小
さ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
当
該
間

隔
が
大
き
い
と
き
は
、
旅
客
に
対
し
こ
れ
を
警
告
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ

と
。

�

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
鉄
道
車
両
の
乗
降
口
の
床
面
と
は
、
で
き
る
限
り
平
ら
で
あ

る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
リ
�
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

	

照
明
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
ヌ
�
中
「
第
一
号
チ
�
」
を
「
第
一
号
チ
�
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
�
を
同
号

ヌ
�
と
し
、
同
号
ヌ
�
中
「
第
一
号
チ
�
及
び
�
」
を
「
第
一
号
チ
�
及
び
�
」
に
改
め
、
同
号

ヌ
�
を
同
号
ヌ
�
と
し
、
同
号
ヌ
中
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
同
号
ヌ
に
�
と
し
て
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

�

利
用
者
の
用
に
供
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
出
入
口
付
近
に
、
男
子

用
及
び
女
子
用
の
区
分
（
当
該
区
分
が
あ
る
場
合
に
限
る
。）
並
び
に
便
所
の
構
造
を

音
、
点
字
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
視
覚
障
害
者
に
示
す
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
ヌ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

利
用
者
の
用
に
供
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
便
房
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト

用
設
備
を
設
け
た
便
所
を
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
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れ
ぞ
れ
一
以
上
）
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
ヲ
中
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
通
行
及
び
利
用
に
配
慮
し
た
傾
斜
路
、
昇
降
機
、
便

所
、
券
売
機
又
は
乗
車
券
等
の
販
売
を
行
う
者
が
常
駐
す
る
窓
口
等
の
付
近
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
当
該
傾
斜
路
、
昇
降
機
、
便
所
、
券
売
機
又
は
乗
車
券
等
の
販
売
を
行
う
者

が
常
駐
す
る
窓
口
等
が
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
表
示
板
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
三
号
ヲ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

車
両
等
の
運
行
に
関
す
る
情
報
を
文
字
等
に
よ
り
表
示
す
る
た
め
の
設
備
及
び
音
声

に
よ
り
提
供
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
電
気
設
備
が
な
い
場
合
そ

の
他
技
術
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

別
表
第
一
第
四
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

車
止
め
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
車
止
め
の
相
互
間
の
間
隔
の
う
ち
一
以

上
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

�

出
入
口
か
ら
の
水
平
距
離
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
平
面
を
確
保
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

別
表
第
一
第
四
号
ロ
�
中
「
一
・
四
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
・
八
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
ロ

�
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い

て
は
、
有
効
幅
員
を
一
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
第
四
号
ハ
中
「
主
た
る
園
路
に
設
け
ら
れ
る
階
段
又
は
段
」
を
「
階
段
又
は
段
に
代

わ
り
、
又
は
こ
れ
ら
」
に
、
「
傾
斜
路
は
」
を
「
主
た
る
園
路
に
傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い

て
は
」
に
改
め
、
同
号
ハ
�
中
「
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
・
二
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、

同
号
ハ
�
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
階
段
又
は
段
に
併
設
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
第
四
号
ニ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

階
段
（
側
面
が
壁
面
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）
の
両
側
に
は
、
立
ち
上
が
り
を
設
け

る
こ
と
。

別
表
第
一
第
四
号
ホ
�
中
「
第
一
号
チ
�
及
び
�
」
を
「
第
一
号
チ
�
及
び
�
」
に
改
め
、
同

号
ホ
�
中
「
第
一
号
チ
�
」
を
「
第
一
号
チ
�
」
に
改
め
、
同
号
ホ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

利
用
者
の
用
に
供
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
便
房
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト

用
設
備
を
設
け
た
便
所
を
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
以
上
）
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

転
落
用
防
止
設
備

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
は
、
さ
く
、
点
状
ブ
ロ
ッ
ク

等
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
床
面
に
敷
設
し
た
も
の
そ
の
他
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
転

落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
五
号
イ
中
「
イ

歩
道
」
を
「
イ

歩
道
等
」
に
、
「
歩
道
を
」
を
「
歩
道
又
は

自
転
車
歩
行
者
道
（
以
下
「
歩
道
等
」
と
い
う
。）
を
」
に
改
め
、
同
号
イ
�
中
「
有
効
幅
員
」

を
「
歩
道
の
有
効
幅
員
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
	
を


と
し
、
�
を
	
と
し
、
同
号
イ
�
中
「
歩

道
」
を
「
歩
道
等
」
に
改
め
、
同
号
イ
�
を
同
号
イ
�
と
し
、
同
号
イ
�
中
「
歩
道
の
」
を
「
歩

道
等
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
�
を
同
号
イ
�
と
し
、
同
号
イ
�
中
「
歩
道
の
」
を
「
歩
道
等
の
」

に
改
め
、
同
号
イ
�
を
同
号
イ
�
と
し
、
同
号
イ
�
中
「
歩
道
」
を
「
歩
道
等
」
に
改
め
、
同
号

イ
�
を
同
号
イ
�
と
し
、
同
号
イ
�
中
「
歩
道
の
」
を
「
歩
道
等
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
�
を
同

号
イ
�
と
し
、
同
号
イ
�
を
同
号
イ
�
と
し
、
同
号
イ
�
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

自
転
車
歩
行
者
道
の
有
効
幅
員
は
、
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
第
五
号
ハ
�
中
「
設
け
る
よ
う
努
め
る
」
を
「
設
け
る
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
中

「
路
外
駐
車
場
を
」
を
「
路
外
駐
車
場
（
専
ら
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
（
い
ず

れ
も
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。）
の
駐
車
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。）
を
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
（
第
三
条
、
第
五
条
関
係
）

生
活
関
連
施
設

又
は
特
定
生
活

関
連
施
設
の
区

分

図

書

種

類

明
示
す
べ
き
事
項

建
築
物

一

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

二

配
置
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の

高
低
、
敷
地
の
接
す
る
道
等
の
位
置
、
利

用
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
各
部
分
の
位

置
、
視
覚
障
害
者
利
用
円
滑
化
経
路
（
別

表
第
一
第
一
号
ロ
�
た
だ
し
書
に
規
定
す
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る
同
号
ロ
�
及
び
�
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
経
路
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
を

構
成
す
る
各
部
分
の
位
置
、
建
築
物
及
び

そ
の
出
入
口
の
位
置
、
特
殊
な
構
造
又
は

使
用
形
態
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
位
置
、
主

要
な
案
内
板
の
位
置
、
駐
車
場
の
位
置
、

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
位
置
及
び

幅
、
車
寄
せ
の
位
置
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
優
先
停
車
施
設
の
位
置
、
敷
地
内
の
通

路
の
位
置
及
び
幅
（
当
該
通
路
が
段
、
排

水
溝
又
は
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
を
有
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
位
置
及

び
幅
を
含
む
。）、
敷
地
内
の
通
路
に
設
け

ら
れ
る
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
及
び
点
状
ブ
ロ

ッ
ク
等
の
位
置
、
敷
地
内
の
通
路
に
設
け

ら
れ
る
手
す
り
の
位
置
並
び
に
敷
地
内
の

車
路
の
位
置

三

各
階
平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
間
取
り
、
各
室
の
用
途
、

床
の
高
低
、
利
用
円
滑
化
経
路
を
構
成
す

る
各
部
分
の
位
置
、
視
覚
障
害
者
利
用
円

滑
化
経
路
を
構
成
す
る
各
部
分
の
位
置
、

建
築
物
の
出
入
口
及
び
各
室
の
出
入
口
の

位
置
及
び
幅
、
出
入
口
に
設
け
ら
れ
る
戸

の
開
閉
の
方
法
、
廊
下
等
の
位
置
及
び
幅

（
当
該
廊
下
等
が
段
を
有
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
位
置
及
び
幅
を
含

む
。）、
廊
下
等
に
設
け
ら
れ
る
線
状
ブ
ロ

ッ
ク
等
及
び
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
並
び
に
突

出
物
等
の
位
置
、
傾
斜
路
の
位
置
及
び
幅

（
当
該
傾
斜
路
が
踊
場
を
有
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
踊
場
の
位
置
及
び
幅
を
含

む
。）、
傾
斜
路
に
設
け
ら
れ
る
手
す
り
及

び
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
位
置
、
階
段
の
位

置
、
幅
及
び
形
状
（
当
該
階
段
が
踊
場
を

有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
踊
場
の
位
置

及
び
幅
を
含
む
。）、
階
段
に
設
け
ら
れ
る

手
す
り
及
び
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
位
置
、

昇
降
機
の
位
置
、
別
表
第
一
第
一
号
チ

�
、
�
及
び
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
そ

れ
ぞ
れ
の
基
準
に
適
合
す
る
便
所
及
び
便

房
（
同
号
チ
�
�
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

場
所
を
含
む
。）
の
位
置
、
同
号
リ
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
浴
室
等
の
位
置
並

び
に
出
入
口
の
位
置
及
び
幅
、
同
号
ヌ
に

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
客
室
の
位
置
並

び
に
出
入
口
の
位
置
及
び
幅
、
客
席
の
部

分
に
設
け
ら
れ
る
同
号
ル
に
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
車
い
す
使
用
者
用
の
客
席
の

位
置
、
奥
行
き
及
び
幅
、
出
入
口
か
ら
車

い
す
使
用
者
用
の
客
席
ま
で
の
通
路
の
位

置
及
び
幅
（
当
該
通
路
が
傾
斜
路
を
有
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
位
置
及

び
幅
を
含
む
。）
並
び
に
難
聴
者
の
聴
力

を
補
う
た
め
の
装
置
の
位
置
、
同
号
ヲ
に

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
等

の
位
置
、
案
内
板
又
は
表
示
板
の
位
置
、

同
号
ワ
�
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
避

難
口
誘
導
灯
の
位
置
、
駐
車
場
の
位
置
、

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
位
置
及
び

幅
、
駐
車
場
へ
通
ず
る
建
築
物
の
出
入
口

か
ら
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
ま
で
の

駐
車
場
内
の
通
路
の
位
置
及
び
幅
（
当
該

通
路
が
段
、
排
水
溝
又
は
傾
斜
路
及
び
そ

の
踊
場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
ら
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
高
齢

者
、
障
害
者
等
優
先
停
車
施
設
の
位
置
、
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幅
及
び
奥
行
き
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
優

先
停
車
施
設
に
通
ず
る
建
築
物
の
出
入
口

か
ら
高
齢
者
、
障
害
者
等
優
先
停
車
施
設

ま
で
の
通
路
の
位
置
及
び
幅
（
当
該
通
路

が
段
、
排
水
溝
又
は
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊

場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら

の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
授
乳
場
所
等

の
位
置
並
び
に
休
憩
設
備
の
位
置

四

縦
断
面

図

イ

階
段
又

は
段

縮
尺
並
び
に
け
あ
げ
及
び
踏
面
の
構
造
及

び
寸
法

ロ

傾
斜
路

縮
尺
、
高
さ
、
長
さ
及
び
踊
場
の
踏
幅

五

構
造
詳

細
図

イ

昇
降
機

縮
尺
、
か
ご
、
昇
降
路
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー

の
構
造
並
び
に
別
表
第
一
第
一
号
ト
�
に

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
の
踏
段
の
構
造

ロ

便
所

縮
尺
並
び
に
別
表
第
一
第
一
号
チ
�
、
�

及
び
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
便
所
及
び
便
房
（
同
号
チ
�
�
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
場
所
を
含
む
。）
の

構
造

ハ

浴
室
等

縮
尺
及
び
別
表
第
一
第
一
号
リ
に
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
浴
室
等
の
構
造

ニ

客
室

縮
尺
及
び
別
表
第
一
第
一
号
ヌ
に
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
客
室
の
構
造

小
規
模
建
築

物

一

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

二

配
置
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の

高
低
、
敷
地
の
接
す
る
道
等
の
位
置
、
建

築
物
及
び
そ
の
出
入
口
の
位
置
並
び
に
敷

地
内
の
通
路
の
位
置
及
び
幅

三

各
階
平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
間
取
り
、
各
室
の
用
途
、

床
の
高
低
、
建
築
物
の
出
入
口
の
位
置
及

び
幅
並
び
に
便
所
の
位
置

四

縦
断
面

図

イ

階
段
又

は
段

縮
尺
並
び
に
け
あ
げ
及
び
踏
面
の
構
造
及

び
寸
法

ロ

傾
斜
路

縮
尺
、
高
さ
、
長
さ
及
び
踊
場
の
踏
幅

五

構
造
詳

細
図

便
所

縮
尺
並
び
に
便
所
及
び
便
房
の
構
造

公
共
交
通
機

関
の
施
設

一

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

二

配
置
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の

高
低
、
敷
地
の
接
す
る
道
、
公
共
用
通
路

の
位
置
、
移
動
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る

各
部
分
の
位
置
、
公
共
交
通
機
関
の
施
設

及
び
そ
の
出
入
口
の
位
置
、
通
路
等
の
位

置
及
び
幅
（
当
該
通
路
等
が
段
、
排
水
溝

又
は
傾
斜
路
及
び
そ
の
踊
場
を
有
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
位
置
及
び
幅

を
含
む
。）、
通
路
等
に
敷
設
さ
れ
た
線
状

ブ
ロ
ッ
ク
等
及
び
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
位

置
、
傾
斜
路
の
位
置
及
び
幅
（
当
該
傾
斜

路
が
踊
場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

踊
場
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
通
路
等

に
設
け
ら
れ
る
照
明
設
備
の
位
置
、
傾
斜

路
に
設
け
ら
れ
る
手
す
り
の
位
置
、
階
段

の
位
置
、
幅
及
び
形
状
（
当
該
階
段
が
踊

場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
踊
場
の

位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
階
段
に
設
け
ら

れ
る
手
す
り
及
び
照
明
設
備
の
位
置
、
昇

降
機
の
位
置
、
乗
降
場
の
位
置
、
乗
降
場

に
設
け
ら
れ
る
鉄
道
車
両
の
車
い
す
ス
ペ

ー
ス
に
通
ず
る
乗
降
口
の
表
示
、
ホ
ー
ム

ド
ア
、
可
動
式
ホ
ー
ム
さ
く
、
点
状
ブ
ロ
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ッ
ク
等
そ
の
他
の
視
覚
障
害
者
の
転
落
を

防
止
す
る
た
め
の
設
備
及
び
さ
く
並
び
に

照
明
設
備
の
位
置
並
び
に
車
両
等
の
運
行

に
関
す
る
情
報
を
文
字
等
に
よ
り
表
示
す

る
た
め
の
設
備
及
び
音
声
に
よ
り
提
供
す

る
た
め
の
設
備
の
位
置

三

各
階
平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
間
取
り
、
各
室
の
用
途
、

床
の
高
低
、
移
動
円
滑
化
経
路
を
構
成
す

る
各
部
分
の
位
置
、
公
共
交
通
機
関
の
施

設
の
出
入
口
及
び
各
室
の
出
入
口
の
位
置

及
び
幅
、
出
入
口
に
設
け
ら
れ
る
戸
の
開

閉
の
方
法
、
改
札
口
の
位
置
及
び
幅
、
通

路
等
に
敷
設
さ
れ
た
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
及

び
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
位
置
、
通
路
等
の

位
置
及
び
幅
（
当
該
通
路
等
が
段
又
は
排

水
溝
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ

ら
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
通
路
等
に

設
け
ら
れ
る
戸
の
開
閉
の
方
法
及
び
照
明

設
備
の
位
置
、傾
斜
路
の
位
置
及
び
幅（
当

該
傾
斜
路
が
踊
場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
踊
場
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、

傾
斜
路
に
設
け
ら
れ
る
手
す
り
の
位
置
、

階
段
の
位
置
、
幅
及
び
形
状
（
当
該
階
段

が
踊
場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
踊

場
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
階
段
に
設

け
ら
れ
る
手
す
り
及
び
照
明
設
備
の
位
置
、

昇
降
機
の
位
置
、
乗
降
場
の
位
置
、
乗
降

場
に
設
け
ら
れ
る
照
明
設
備
及
び
鉄
道
車

両
の
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
に
通
ず
る
乗
降
口

の
表
示
、
別
表
第
一
第
一
号
チ
�
、
�
及

び
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
便
所
及
び
便
房
（
同
号
チ
�
�
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
場
所
を
含
む
。）
の
位

置
、
同
表
第
三
号
ヌ
�
の
設
備
の
位
置
、

同
号
ヌ
�
の
便
房
の
位
置
、
同
号
ル
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
等
の

位
置
、
案
内
板
又
は
表
示
板
の
位
置
、同

号
ヲ
�
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
避
難

口
誘
導
灯
の
位
置
、
同
号
ワ
に
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
券
売
機
の
位
置
、
授
乳
場

所
等
の
位
置
並
び
に
休
憩
設
備
の
位
置

四

縦
断
面

図

イ

階
段
又

は
段

縮
尺
並
び
に
け
あ
げ
及
び
踏
面
の
構
造
及

び
寸
法

ロ

傾
斜
路

縮
尺
、
高
さ
、
長
さ
及
び
踊
場
の
踏
幅

五

構
造
詳

細
図

イ

昇
降
機

縮
尺
並
び
に
か
ご
、
昇
降
路
及
び
乗
降
ロ

ビ
ー
の
構
造
並
び
に
別
表
第
一
第
三
号
チ

�
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
の
踏
段
の
構
造

ロ

便
所

縮
尺
並
び
に
別
表
第
一
第
一
号
チ
�
、
�

及
び
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
便
所
及
び
便
房
（
同
号
チ
�
�
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
場
所
を
含
む
。）
の

構
造
並
び
に
同
表
第
三
号
ヌ
�
の
設
備
及

び
同
号
ヌ
�
の
便
房
の
構
造

公
園

一

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

二

平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の

高
低
、
敷
地
の
接
す
る
道
の
位
置
、
公
園

の
出
入
口
の
位
置
及
び
幅
（
当
該
出
入
口

が
車
止
め
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ

の
位
置
を
含
む
。）、
主
た
る
園
路
の
位
置

及
び
幅
員
（
当
該
主
た
る
園
路
が
段
又
は

排
水
溝
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
ら
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
主
た
る

園
路
に
設
け
ら
れ
る
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
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位
置
、
傾
斜
路
の
位
置
及
び
幅
（
当
該
傾

斜
路
が
踊
場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

踊
場
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
傾
斜
路

に
設
け
ら
れ
る
手
す
り
及
び
点
状
ブ
ロ
ッ

ク
等
の
位
置
、
階
段
の
位
置
、
幅
及
び
形

状
（
当
該
階
段
が
踊
場
を
有
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
踊
場
の
位
置
及
び
幅
を
含

む
。）、
階
段
に
設
け
ら
れ
る
手
す
り
及
び

点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
位
置
、
別
表
第
一
第

一
号
チ
�
、
�
及
び
�
か
ら
�
ま
で
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
便
所
及
び
便
房（
同

号
チ
�
�
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
所
を

含
む
。）
の
位
置
、
同
表
第
四
号
ホ
�
の

便
房
の
位
置
、
案
内
板
又
は
表
示
板
の
位

置
、
駐
車
場
の
位
置
、
車
い
す
使
用
者
用

駐
車
施
設
の
位
置
及
び
幅
、
同
号
イ
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
出
入
口
か
ら
車
い

す
使
用
者
用
駐
車
施
設
ま
で
の
通
路
の
位

置
及
び
幅
（
当
該
通
路
が
段
又
は
排
水
溝

を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の

位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
同
号
ト
�
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
自
動
車
へ
の
円
滑
な
乗
降
に
供
す
る

自
動
車
の
停
車
の
た
め
の
部
分
の
位
置
、

幅
及
び
奥
行
き
、
同
号
イ
に
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
出
入
口
か
ら
同
号
ト
�
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
自
動
車
へ
の
円
滑
な
乗
降
に
供
す
る

自
動
車
の
停
車
の
た
め
の
部
分
ま
で
の
通

路
の
位
置
及
び
幅
（
当
該
通
路
が
段
又
は

排
水
溝
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
ら
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）、
授
乳
場

所
等
の
位
置
、
休
憩
設
備
の
位
置
並
び
に

点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
そ
の
他
の
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

又
は
さ
く
の
位
置

三

縦
断
面

図

イ

出
入
口

縮
尺
及
び
す
り
つ
け
こ
う
配

ロ

主
た
る

園
路

縮
尺
、
縦
断
こ
う
配
及
び
横
断
こ
う
配

ハ

階
段
又

は
段

縮
尺
並
び
に
け
あ
げ
及
び
踏
面
の
構
造
及

び
寸
法

ニ

傾
斜
路

縮
尺
、
高
さ
、
長
さ
及
び
踊
場
の
踏
幅

四

構
造
詳

細
図

便
所

縮
尺
並
び
に
別
表
第
一
第
一
号
チ
�
、
�

及
び
�
か
ら
�
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
便
所
及
び
便
房
（
同
号
チ
�
�
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
便
所
以
外
の
場
所
を

含
む
。）
の
構
造
並
び
に
同
表
第
四
号
ホ

�
の
便
房
の
構
造

道
路

一

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

二

平
面
図

縮
尺
、方
位
、歩
道
等
の
位
置
及
び
幅
員
、

歩
道
等
に
設
け
ら
れ
る
排
水
溝
、
線
状
ブ

ロ
ッ
ク
等
及
び
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
位

置
、
横
断
歩
道
及
び
中
央
分
離
帯
の
位
置

並
び
に
別
表
第
一
第
五
号
ハ
に
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
案
内
標
識
の
位
置

三

構
造
詳

細
図

イ

歩
道
等

縮
尺
並
び
に
歩
道
等
の
横
断
面
の
構
造
並

び
に
歩
道
等
の
巻
込
部
及
び
横
断
歩
道
箇

所
に
お
け
る
歩
道
等
の
構
造

ロ

車
道

縮
尺
並
び
に
横
断
歩
道
に
お
け
る
中
央
分

離
帯
及
び
車
道
の
構
造

路
外
駐
車
場

一

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

二

平
面
図

縮
尺
、
方
位
、
敷
地
の
境
界
線
、
土
地
の
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高
低
、
敷
地
の
接
す
る
道
の
位
置
、
路
外

駐
車
場
及
び
そ
の
出
入
口
の
位
置
、
敷
地

内
の
車
路
の
位
置
、
車
い
す
使
用
者
用
駐

車
施
設
の
位
置
及
び
幅
並
び
に
路
外
駐
車

場
の
出
入
口
か
ら
車
い
す
使
用
者
用
駐
車

施
設
ま
で
の
通
路
の
位
置
及
び
幅
（
当
該

通
路
が
段
、
排
水
溝
又
は
傾
斜
路
及
び
そ

の
踊
場
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
ら
の
位
置
及
び
幅
を
含
む
。）

別
表
第
三
第
一
号
中
ラ
を
ウ
と
し
、
ル
か
ら
ナ
ま
で
を
ワ
か
ら
ム
ま
で
と
し
、
同
号
ヌ
中
「
店

舗
」
の
下
に「（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
除
く
。）」を
加
え
、
同
号
ヌ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号

リ
を
同
号
ヌ
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
飲
食
料
品
を
中
心
に
販
売
し
、
か
つ
、
営
業
時
間
が
一
日

十
四
時
間
以
上
で
あ
る
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
を
採
用
し
て
い
る
店
舗
で
、
そ
の
売
場
面

積
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、
地
上
階
に
売

場
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
床
面
積
の
合
計
が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

別
表
第
三
第
一
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

郵
便
局

別
表
第
三
第
二
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
う
ち
、
床
面
積
の
合
計
が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

別
表
第
三
第
二
号
ハ
中
「
ロ
に
掲
げ
る
店
舗
」
を
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
に
改
め
る
。

「（あ
て
先

）

様
式
第
一
号
中
「
埼
玉
県
知
事

様
」
を

に
改
め
る
。

埼
玉
県
知
事

」

様
式
第
二
号
（
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

－３４－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－３５－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－３６－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－３７－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－３８－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－３９－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



様
式
第
二
号
（
三
）
か
ら
様
式
第
二
号
（
五
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

－４０－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－４１－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－４２－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－４３－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－４４－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－４５－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－４６－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）
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「（あ
て
先

）

様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
七
号
ま
で
の
規
定
中
「埼

玉
県
知
事
様

」
を

埼

に
改
め
る
。

玉
県
知
事

」
附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
一
号
及
び
様

式
第
四
号
か
ら
様
式
第
七
号
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日

以
後
の
請
求
及
び
届
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
請
求
及
び
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
二
号

埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
六
条
の
三
」
を
「
第
六
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三

児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
十
五
第
三
項
に
規
定
す
る
報
告
に
関
す
る
事
項

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
三
号

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を「（
助
産
施
設
等
へ
の
入
所
申
込
書
）」に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
の
解
除
」
を
「
へ
の
入
所
の
解
除
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
児
童
措
置
決
定
通
知
書
を
」
の
下
に
「
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行

う
者
」
を
加
え
る
。

－４７－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



施
設
名

里
親
名

施
設
等
名

第
十
五
条
中
「
行
つ
て
い
る
」
の
下
に
「
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
、」
を
加

え
る
。

第
二
十
九
条
を
第
三
十
三
条
と
し
、
第
二
十
八
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条

と
す
る
。

第
二
十
六
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
へ
の
入
居
に
要
す
る
費
用
の
徴
収
）

第
三
十
条

児
童
相
談
所
長
は
、
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
自
立
生
活
援

助
の
実
施
を
し
た
と
き
は
、
本
人
か
ら
当
該
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
要
し
た
費
用
の
全

部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
の
額
は
、
別
表
第
二
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

３

月
の
中
途
に
お
い
て
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
自
立
生
活
援
助
を
実

施
し
、
又
は
当
該
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
解
除
し
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
月
の
費
用
の

徴
収
額
は
、
日
割
計
算
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

第
二
十
五
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
二
十
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
へ
の
入
居
申
込
書
）

第
二
十
一
条

法
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
申
込
書
の
様
式
は
、
様
式
第
三
十
九
号

の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
へ
の
入
居
の
承
諾
等
）

第
二
十
二
条

児
童
相
談
所
長
は
、
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
申
込
み
に
対
し
、
児
童
自
立

生
活
援
助
の
実
施
を
承
諾
し
た
と
き
は
、
申
込
者
に
対
し
て
は
様
式
第
三
十
九
号
の
三
の
児
童

自
立
生
活
援
助
事
業
所
入
居
承
諾
書
を
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
は
様

式
第
三
十
九
号
の
四
の
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
委
託
書
を
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を

承
諾
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
申
込
者
に
対
し
て
は
様
式
第
三
十
九
号
の
五
の
児
童
自
立

生
活
援
助
事
業
所
入
居
不
承
諾
通
知
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
へ
の
入
居
の
解
除
の
通
知
）

第
二
十
三
条

児
童
相
談
所
長
は
、
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援

助
の
実
施
を
解
除
し
た
と
き
は
、
当
該
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
係
る
義
務
教
育
終
了
児

童
等
に
対
し
て
は
様
式
第
三
十
九
号
の
六
の
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
解
除
通
知
書
を
、
当
該

児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
係
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
は
様
式
第

三
十
九
号
の
七
の
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
委
託
解
除
通
知
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

別
表
第
一
中「

（
第
２
４
条
関
係
）
」

を「
（
第
２
７
条
関
係
）
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
１

中「
第
３
１
４
条
の
７
」

を「
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
１
号
及
び
第
２
項
並
び
に
第
３
１
４

条
の
８
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
２
中「

に
は
、
所
得
税
法
」

の
次
に「

第
７
８
条
第
２
項
第
１

号
、
」

を
加
え
、「

第
４
１
条
の
１
９
の
２
第
１
項
及
び
」

を「
第
４
１
条
の
３
の
２
第
４
項
及

び
第
５
項
、
第
４
１
条
の
１
９
の
２
第
１
項
並
び
に
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
中「（

第
２
５
条
、
第
２
６
条
関
係
）
」

を「
（
第
２
８
条
―
第
３
０
条
関
係
）」

に

改
め
、
同
表
の
備
考
１
中「

第
３
１
４
条
の
７
」

を「
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
１
号
及
び
第

２
項
並
び
に
第
３
１
４
条
の
８
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
２
中「

に
は
、
所
得
税
法
」

の
次
に「

第
７
８
条
第
２
項
第
１
号
、
」

を
加
え
、「

第
４
１
条
の
１
９
の
２
第
１
項
及
び
」

を「
第
４
１
条

の
３
の
２
第
４
項
及
び
第
５
項
、
第
４
１
条
の
１
９
の
２
第
１
項
並
び
に
」

に
改
め
、
同
表
の
備

考
３
�
中「

及
び
里
親
」

を「
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業

を
行
う
者
及
び
里
親
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
中
６
を
削
り
、
７
を
６
と
し
、
同
表
の
備
考
８
中

「
、
５
及
び
６
」

を「
及
び
５
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
中
８
を
７
と
し
、
９
を
８
と
す
る
。

別
表
第
三
中「（

第
２
６
条
関
係
）」

を「（
第
２
９
条
関
係
）」

に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
三
号
及
び
様
式
第
三
十
四
号
中

を

に
改
め

る
。様

式
第
三
十
九
号
の
次
に
次
の
六
様
式
を
加
え
る
。

－４８－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－４９－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－５０－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



－５１－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



様
式
第
四
十
号
か
ら
様
式
第
四
十
三
号
ま
で
の
規
定
中「（

第
２
１
条
関
係
）」

を「（
第
２
４

条
関
係
）」

に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
四
号
及
び
様
式
第
四
十
五
号
中「（

第
２
２
条
関
係
）」

を「（
第
２
５
条
関
係
）」

に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
六
号
及
び
様
式
第
四
十
七
号
中「（

第
２
３
条
関
係
）」

を「（
第
２
６
条
関
係
）」

に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
八
号
中「（

第
２
７
条
関
係
）」

を「（
第
３
１
条
関
係
）」

に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
九
号
か
ら
様
式
第
五
十
一
号
ま
で
の
規
定
中「（

第
２
９
条
関
係
）」

を「（
第
３

３
条
関
係
）」

に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

－５２－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）
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様
式
第
五
十
三
号
か
ら
様
式
第
六
十
二
号
ま
で
の
規
定
中
「（第

２
９
条
関
係
）」

を
「（第

３
３
条
関
係
）

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
四
号

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
、
「
第
十
八
条
・
」
を
「
第
十
七
条
―
」
に
、
「
第

三
十
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
休
学
及
び
復
学
）」を
付
し
、
同

条
第
一
項
中
「
、
又
は
退
学
し
」
を
削
り
、
「
書
面
に
そ
の
理
由
を
記
載
し
、
保
証
人
連
署
の

う
え
、
学
院
長
に
願
い
出
」
を
「
保
証
人
二
人
が
連
署
し
た
様
式
第
四
号
の
休
学
願
を
学
院
長
に

提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
学
院
長
に
復
学
届
を
」
を
「
様
式
第

五
号
の
復
学
届
を
学
院
長
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
二
十
八
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
会
議
）

第
三
十
条

学
院
長
は
、
学
院
の
管
理
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
職
員
に
よ
る

会
議
を
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下

げ
る
。

第
二
十
三
条
中
「
様
式
第
五
号
」
を
「
保
証
人
二
人
が
連
署
し
た
様
式
第
八
号
」
に
改
め
、
第

七
章
中
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
様
式
第
四
号
」
を
「
保
証
人
二
人
が
連
署
し
た
様
式
第
七
号
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
六
章
中
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
各
号
の
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
各
号
の
」
を
削
り
、
第
五
章
中
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
一
条
を
加
え
る
。

（
退
学
）

第
十
八
条

退
学
し
よ
う
と
す
る
学
生
は
、
保
証
人
二
人
が
連
署
し
た
様
式
第
六
号
の
退
学
願
を

学
院
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
十
四
条
関
係
）

分

野

授

業

科

目

単
位
数

時
間
数

基
礎
分
野

科
学
的
思
考
の
基
盤

論
理
学

一

一
五

人
間
工
学

一

一
五

情
報
科
学

一

三
○

心
理
学

一

三
○

教
育
学

一

三
○

人
間
と
生
活
・
社
会

の
理
解

英
語
Ⅰ

一

三
○

英
語
Ⅱ

一

三
○

い
の
ち
を
愛
す
る
倫
理
原
論

一

一
五

感
性
を
育
む
人
間
関
係
論

一

一
五

つ
な

自
己
と
他
者
を
繋
ぐ
人
間
関
係
論

一

三
○

健
康
を
支
え
る
体
育
学

二

四
五

社
会
学

一

三
○

小
計

一
三

三
一
五

専
門
基
礎
分
野
人
体
の
構
造
と
機
能

解
剖
生
理
学
Ⅰ

二

六
〇

解
剖
生
理
学
Ⅱ

二

六
〇

生
化
学

一

三
〇

栄
養
学

一

一
五

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

薬
理
学

一

三
〇

微
生
物
学

二

四
五

－５３－
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病
態
学
Ⅰ

一

三
○

病
態
学
Ⅱ

一

三
○

病
態
学
Ⅲ

一

三
○

病
態
学
Ⅳ

一

三
○

病
態
学
Ⅴ

一

三
○

病
態
学
Ⅵ

一

三
○

病
態
学
Ⅶ

一

一
五

健
康
支
援
と
社
会
保

障
制
度

生
命
倫
理

一

一
五

環
境
学

一

一
五

社
会
福
祉
・
社
会
保
障

一

三
〇

関
係
法
規

一

三
〇

行
動
科
学

一

一
五

安
全
論

一

一
五

小
計

二
二

五
五
五

専
門
分
野
Ⅰ

基
礎
看
護
学

看
護
学
概
論
Ⅰ

一

三
〇

看
護
学
概
論
Ⅱ

一

一
五

共
通
基
本
技
術
Ⅰ

一

三
○

共
通
基
本
技
術
Ⅱ

一

三
○

共
通
基
本
技
術
Ⅲ

一

三
○

共
通
基
本
技
術
Ⅳ

一

三
○

日
常
生
活
援
助
技
術
Ⅰ

一

三
○

日
常
生
活
援
助
技
術
Ⅱ

一

三
○

日
常
生
活
援
助
技
術
Ⅲ

一

三
○

診
療
の
補
助
技
術

一

三
○

臨
床
看
護
総
論

一

三
○

臨
地
実
習

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ

一

四
五

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

二

九
〇

小
計

一
四

四
五
〇

専
門
分
野
Ⅱ

成
人
看
護
学

成
人
看
護
学
目
的
・
対
象
論

一

三
〇

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅰ
（
侵
襲
的
治
療

を
受
け
る
人
の
看
護
）

一

三
〇

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅱ
（
生
活
の
再
構

築
を
支
え
る
看
護
１
）

一

三
〇

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅲ
（
生
活
の
再
構

築
を
支
え
る
看
護
２
）

一

一
五

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅳ
（
セ
ル
フ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
向
け
て
の
看
護
）

一

三
〇

成
人
看
護
学
方
法
論
Ⅴ
（
生
と
死
を
支

え
る
看
護
）

一

三
〇

老
年
看
護
学

老
年
看
護
学
目
的
・
対
象
論

一

三
○

老
年
看
護
学
方
法
論
Ⅰ

一

三
○

老
年
看
護
学
方
法
論
Ⅱ

一

三
○

老
年
看
護
学
方
法
論
Ⅲ

一

一
五

小
児
看
護
学

小
児
看
護
学
目
的
・
対
象
論

一

三
○

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅰ

一

三
○

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅱ

一

三
○

小
児
看
護
学
方
法
論
Ⅲ

一

一
五

母
性
看
護
学

母
性
看
護
学
目
的
・
対
象
論

一

三
○

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ

一

三
○

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅱ

一

三
○

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅲ

一

一
五

精
神
看
護
学

精
神
看
護
学
目
的
論

一

一
五

精
神
看
護
学
対
象
論

一

三
○

精
神
看
護
学
方
法
論
Ⅰ

一

三
〇

精
神
看
護
学
方
法
論
Ⅱ

一

三
〇

臨
地
実
習

成
人
看
護
学
実
習
Ⅰ

二

九
〇

成
人
看
護
学
実
習
Ⅱ

二

九
〇

成
人
看
護
学
実
習
Ⅲ

二

九
〇

老
年
看
護
学
実
習
Ⅰ

二

九
〇
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老
年
看
護
学
実
習
Ⅱ

二

九
〇

小
児
看
護
学
実
習

二

九
〇

母
性
看
護
学
実
習

二

九
〇

精
神
看
護
学
実
習

二

九
〇

小
計

三
八
一
三
〇
五

統
合
分
野

在
宅
看
護
論

在
宅
看
護
論
目
的
・
対
象
論

一

三
○

在
宅
看
護
論
方
法
論
Ⅰ

一

三
○

在
宅
看
護
論
方
法
論
Ⅱ

一

三
○

在
宅
看
護
論
方
法
論
Ⅲ

一

一
五

看
護
の
統
合
と
実
践

国
際
看
護
と
災
害
看
護

一

一
五

医
療
安
全

一

三
○

看
護
研
究

一

三
〇

看
護
技
術
の
統
合

一

三
〇

臨
地
実
習

在
宅
看
護
論
実
習

二

九
〇

統
合
実
習

二

九
〇

小
計

一
二

三
九
〇

総
合
計

九
九
三
〇
一
五

備
考

単
位
は
、
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
一
単
位
の
履
修
時
間
を
教
室
内
及
び
教

室
外
を
合
わ
せ
て
四
十
五
時
間
と
し
、
次
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
計
算
す
る
。

一

講
義
に
つ
い
て
は
、
教
室
内
に
お
け
る
一
時
間
の
講
義
に
対
し
て
教
室
外
に
お
け
る
二

時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
な
も
の
と
し
、
十
五
時
間
の
講
義
を
も
つ
て
一
単
位

と
す
る
。
た
だ
し
、
教
室
外
の
準
備
の
た
め
の
学
習
が
基
準
ど
お
り
で
き
な
い
事
情
が
あ

る
と
き
又
は
教
育
効
果
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
二
時
間
の
講
義
に
対
し
て
教

室
外
に
お
け
る
一
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
、
三
十
時
間
の

講
義
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。

二

演
習
に
つ
い
て
は
、
教
室
内
に
お
け
る
二
時
間
の
演
習
に
対
し
て
教
室
外
に
お
け
る
一

時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
、
三
十
時
間
の
演
習
を
も
つ
て
一

単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
効
果
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
一
時
間
の
演
習

に
対
し
て
教
室
外
に
お
け
る
二
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
、

十
五
時
間
の
演
習
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。

三

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
学
習
は
す
べ
て
実
験
室
、
実
習
室
等
で
行
わ
れ

る
も
の
と
し
、
四
十
五
時
間
の
実
験
、
実
習
又
は
実
技
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
五
号
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。
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号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
高
等
看
護
学
院
に
在
学
す
る
学
生
に
係
る
教
育
課

程
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
高
等
看
護
学
院
に
転
入
学
を
し
た
学
生
に
係
る
教
育
課
程

－５９－
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は
、
改
正
後
の
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
生
の
属
す
る
年
次
に
在
学
す
る
学
生
に

係
る
教
育
課
程
と
同
じ
教
育
課
程
と
す
る
。

母
子
保
健
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
五
号

母
子
保
健
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

母
子
保
健
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
の
備
考
１
中「

第
３
１
４
条
の
７
」

を「
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
１
号
及
び
第
２
項

並
び
に
第
３
１
４
条
の
８
」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
２
中「

に
は
、
所
得
税
法
」

の
次
に「

第
７

８
条
第
２
項
第
１
号
、
」

を
加
え
、「

第
４
１
条
の
１
９
の
２
第
１
項
及
び
」

を「
第
４
１
条
の

３
の
２
第
４
項
及
び
第
５
項
、
第
４
１
条
の
１
９
の
２
第
１
項
並
び
に
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定

め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
六
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定

め
る
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
八
十
七
条
第
十
二
項
」
を
「
第
八
十
七
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
（
表
）
中
「第

８
７
条
第
１
２
項

」
を
「第

８
７
条
第
１
０
項

」
に
改
め
、
同
様
式

（
裏
）
中
「第

５
章

」
を
「第

５
章
第
１
節
第
１
款

」
に
、
「第

７
５
条
第
４
項

」
を
「第

７
５

条
第
５
項

」
に
、
「１

２

」
を
「１

４

」
に
、
「１

３

」
を
「１

５

」
に
、「か

ら
第
１
１
項
ま
で

」

を「
か
ら
第
１
３
項
ま
で
」

に
、「

第
４
６
条
」

を「
第
４
６
条
（
第
７
６
条
の
１
０
及
び
第
７

６
条
の
１
６
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
七
号

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
起
算
し
て
一
年
」
の
下
に

「（
規
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
検
査
の
項
目
に
あ
つ
て
は
、
三

年
）」を
加
え
、
「
毎
年
当
該
一
年
」
を
「
当
該
期
間
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
次
に
」
を
「
次
の
各
号
に
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
条
中
「
県
土
整
備
事
務
所
長
」
を
「
建
築
安
全

セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
、「
県
土
整
備
事
務
所
長
」
を
「
建
築
安
全

セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
県
土
整
備
事
務
所
長
」
を
「
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

所
長
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
六
、」
を
削
り
、「
県
土
整
備
事
務
所
長
」
を
「
建
築
安

全
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
県
土
整
備
事
務
所
長
」
を
「
建
築
安
全
セ
ン
タ

ー
所
長
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
の
各
号
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
又
は
法
」
を
「
又
は
」
に
、
「
許
可
」
を
「
認
可
」
に
改
め
、
「
の
各

号
」
を
削
る
。

第
十
五
条
中
「
又
は
法
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
四
第
二
項
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
中
「
県
土
整
備
事
務
所
長
」を「
建

築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
」
を
「
及
び
前
二
条
」
に
改
め
る
。
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第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
中
「
県
土
整
備
事
務
所
長
」
を
「
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改

め
る
。

「（
あ
て
先
）

様
式
第
八
号
の
三
（
そ
の
一
）
中
「埼

玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
様

」
を

埼
玉
県

に
改
め
る
。

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」

様
式
第
八
号
の
三
（
そ
の
二
）
中「

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
�
」

を「
埼
玉
県

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
�
」

に
改
め
る
。

「（あ
て
先

）

様
式
第
九
号
（
そ
の
一
）
中
「埼

玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
様

」
を埼

玉
県

建
築

に
改
め
る
。

安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」

様
式
第
九
号
（
そ
の
二
）
中「

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
�
」

を「
埼
玉
県

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
�
」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
号
中「（

第
７
条
第
８
条
関
係
）」

を「（
第
７
条
関
係
）」

に
改
め
る
。

「（
あ
て
先
）

「
埼

玉
県

知
事

様
式
第
十
一
号
（
そ
の
一
）
中

様

を

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長

」
埼
玉
県

埼
玉
県
知
事

に
改
め
る
。

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」

「
埼

玉
県

知
事

「
埼
玉
県
知
事

様
式
第
十
一
号
（
そ
の
二
）
中

�

を

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長

」
埼
玉
県

�

に
改
め
る
。

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長

」
「（
あ
て
先
）

様
式
第
十
二
号
（
そ
の
一
）
中
「埼

玉
県
知
事

様

」
を

埼
玉
県

に
改
め
る
。

知
事
」

「（
あ
て

「
埼

玉
県

知
事

様
式
第
十
二
号
の
二
（
そ
の
一
）
中

様

を

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長

」
埼
玉
県

先
）
埼
玉
県
知
事

に
改
め
る
。

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」

「
埼

玉
県

知
事

「
埼
玉
県
知

様
式
第
十
二
号
の
二
（
そ
の
二
）
中

�

を

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長

」

埼
玉
県

事
�

に
改
め
る
。

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長

」

様
式
第
十
三
号（
そ
の
一
）、
様
式
第
十
三
号
の
二
及
び
様
式
第
十
三
号
の
三
中
「
埼
玉
県
知
事

「（
あ
て
先
）

様

」
を

に
改
め
る
。

埼
玉
県
知
事
」

「（
あ
て
先
）

「
埼

玉
県

知
事

埼
玉
県
知
事

様
式
第
十
五
号
中埼

玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
様

を埼
玉
県

建
築
安
全
セ
ン
タ

建
築

主
事

」
建
築
主
事

に
、
「お

届
け
し
ま
す

」
を
「提

出
し
ま
す

」
に
改
め
る
。

ー
所
長

」

「（
あ
て
先
）

様
式
第
十
六
号
及
び
様
式
第
十
六
号
の
二
中「

建
築
主
事
様
」

を

に
改
め
る
。

建
築
主
事
」

「（
あ
て
先
）

「
埼
玉
県
知
事

埼
玉
県
知
事

様
式
第
十
七
号
中埼

玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
様

を埼
玉
県

建
築
安
全
セ
ン

建
築

主
事

」
建
築
主
事

に
、
「お

届
け
し
ま
す

」
を
「提

出
し
ま
す

」
に
改
め
る
。

タ
ー
所
長

」

様
式
第
十
八
号
中
（
そ
の
一
）
中「

お
願
い
し
ま
す
」

を「
申
請
取
下
願
を
提
出
し
ま
す
」

に
、
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「（
あ
て
先
）

「
埼

玉
県

知
事

埼
玉
県
知
事

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
様

を

に
改

埼
玉
県

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長

建
築

主
事

」
建
築
主
事

」

め
る
。

「
埼

玉
県

知
事

「
埼
玉
県

様
式
第
十
八
号（
そ
の
二
）中

埼
玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長
�

を

埼
玉
県

建

建
築

主
事

」
建
築
主
事

築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
�

に
改
め
る
。

」

様
式
第
十
九
号
か
ら
様
式
第
二
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「埼

玉
県

県
土
整
備
事
務
所
長

「（
あ
て
先
）

様
」

を

に
改
め
る
。

埼
玉
県

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
」

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
及
び
第

六
条
の
改
正
規
定
、
第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
部
分

に
限
る
。）
並
び
に
第
十
一
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
及
び
様
式
第
十
号
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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号外第�号平成��年�月��日（火曜日）
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埼
玉
県
建
築
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
八
号

埼
玉
県
建
築
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
建
築
審
査
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
都
市
整
備
部
建
築
指
導
課
」
を
「
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
戸
籍
抄
本
及
び
」
を
「
戸
籍
抄
本
、」
に
改
め
、
「
登
記
事
項
証
明
書
」

の
下
に
「
及
び
写
真
（
申
請
前
六
箇
月
以
内
に
脱
帽
で
正
面
か
ら
上
半
身
を
無
背
景
で
撮
影
し
た

縦
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の

裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
二
級
建

築
士
等
免
許
証
用
写
真
」
と
い
う
。）」を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
汚
損
し
た
」
を
「
二
級
建
築
士
等
免
許
証
用
写
真
（
免
許
証
又
は
免
許
証

明
書
を
汚
損
し
た
」
に
、
「
そ
の
免
許
証
」
を
「
、
そ
の
免
許
証
」
に
、
「
免
許
証
明
書
を
添
え

て
」
を
「
免
許
証
明
書
及
び
二
級
建
築
士
等
免
許
証
用
写
真
）
を
添
え
て
」
に
改
め
る
。
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年
月

生
年
月
日

ふ
り
が
な

氏
名

本
籍

現
住
所

男女

性別
日

男女

性別
年

月
日
生

ふ
り
が
な

氏
名

生
年
月
日

本
籍

現
住
所

写
真

縦
４
．
５
㎝

横
３
．
５
㎝

第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
受
験
申
込
み
」
を
「
受
験
申
込
み
前
」
に
、
「
写
し
た
」
を

「
無
背
景
で
撮
影
し
た
」
に
、
「
も
の
」
を
「
大
き
さ
の
も
の
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中

を

に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
二
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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年
生
年
月
日

ふ
り
が
な

氏
名

本
籍

月
日
生

年
月

日
生

ふ
り
が
な

氏
名

生
年
月
日

本
籍

写
真

縦
４
．
５
㎝

横
３
．
５
㎝

第
三
号
様
式
中

を

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
二
号
様
式
又
は
第
二
号
の
二
様
式
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
建
築
士
法
施
行
細
則
（
次
項
に
お
い
て
「
現
行
規
則
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
の
時
又
は
改
正
後
の
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
の
時
の
い
ず
れ
か
早
い
時
ま
で
の
間
は
、
こ
の
規
則
の
施
行

の
際
現
に
交
付
を
受
け
て
い
る
二
級
建
築
士
免
許
証
又
は
木
造
建
築
士
免
許
証
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
二
号
様
式
の
規
定
に
よ
る
二
級
建
築
士
免
許
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
旧
二
級
建
築
士
免
許
証
所
持
者
」
と

い
う
。）
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二

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
二
号
の
二
様
式
の
規
定
に
よ
る
木
造
建
築
士
免

許
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者（
次
項
第
二
号
に
お
い
て「
旧
木
造
建
築
士
免
許
証
所
持
者
」

と
い
う
。）

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
免
許
証
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
交
付
の
申
請
は
、
現
行
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

書
換
え
交
付
の
申
請
と
み
な
す
。

一

旧
二
級
建
築
士
免
許
証
所
持
者

改
正
後
の
第
二
号
様
式
の
規
定
に
よ
る
二
級
建
築
士
免

許
証

二

旧
木
造
建
築
士
免
許
証
所
持
者

改
正
後
の
第
二
号
の
二
様
式
の
規
定
に
よ
る
木
造
建
築

士
免
許
証

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
六
十
号

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
の
二
第
一
項
中
「
、
管
理
主
幹
」
及
び
「
、
主
幹
」
を
削
り
、
「
副
園
長
」
の
下
に

「
、
技
術
指
導
幹
、
総
合
技
術
幹
、
主
席
工
事
検
査
員
」
を
、
「
教
育
主
幹
」
の
下
に
「
、
主
席

学
芸
主
幹
」
を
加
え
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
交
際
費
」
の
下
に
「
並
び
に
領
収
書
を
徴
し
難
い
場
合
と

し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
、
ら�

い�

予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る

法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
二
十
八
号
）」を
削
り
、
「
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
」
を
「
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
及
び
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
二
号
）
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
援
護

に
要
す
る
費
用

第
七
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
企
画
財
政
部
長
」
を
「
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
第
六
号
中
「
第
百
四
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
百
四
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
二
第
一
号
中
「
鉄
道
債
券
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
「
証
券
」
を
「
債
券
」
に
改

め
る
。

第
八
十
一
条
の
三
第
二
号
中
「
鉄
道
債
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
「
証
券
」
を
「
債
券
」
に
改
め

る
。第

百
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
万
円
」
の
下
に
「
（
修
繕
又
は
工
事
の
う
ち
会
計
管
理
者
が

別
に
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

再
度
の
入
札
に
付
し
落
札
者
が
な
い
と
き
。

第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
又
は
当
座
勘
定
引
落
依
頼
書
」
を
「
、
当
座
勘
定
引
落
依
頼
書

又
は
当
座
借
越
請
求
書
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
八
条
中
「
呈
示
」
を
「
提
示
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
五
条
中
「
、
所
管
の
部
長
を
経
て
」
を
削
る
。

第
百
四
十
八
条
第
二
項
中
「
部
長
を
経
て
」
を
削
る
。

第
百
八
十
一
条
第
三
項
中
「
当
該
物
品
」
の
下
に「（
死
亡
し
た
動
物
を
除
く
。）」を
加
え
る
。

第
百
八
十
九
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

動
物
（
死
亡
し
た
も
の
に
限
る
。）

第
百
九
十
八
条
の
見
出
し
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第

七
十
八
条
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
三
十
一
条
第
五

項
」
を
「
第
百
六
十
七
条
若
し
く
は
第
百
六
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
課
室
等
（
企
画
財
政
部
Ｉ
Ｔ
推
進
課
、
警
察
本
部
施
設
課
及
び
厚
生

課
並
び
に
次
の
項
か
ら
警
察
本
部
交
通
指
導
課
の
項
ま
で
の
も
の
を
除
く
。
）
の
項
中
「
企
画
財

政
部
Ｉ
Ｔ
推
進
課
」
を
「
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
」
に
改
め
、
同
表
企
画
財
政
部
企
画
総
務
課
の

項
中
「
企
画
財
政
部
企
画
総
務
課
」
の
下
に
「
及
び
情
報
企
画
課
」
を
加
え
、
同
表
県
民
生
活
部

広
聴
広
報
課
、
男
女
共
同
参
画
課
及
び
消
費
生
活
課
の
項
中
「
県
民
生
活
部
広
聴
広
報
課
」
の
下

に
「
、
青
少
年
課
」
を
加
え
、
同
表
福
祉
部
福
祉
政
策
課
及
び
少
子
政
策
課
の
項
中
「
及
び
少
子

政
策
課
」
を
削
り
、
同
表
産
業
労
働
部
産
業
労
働
政
策
課
、
工
業
支
援
課
及
び
企
業
誘
致
・
経
営

支
援
課
の
項
中
「
工
業
支
援
課
及
び
企
業
誘
致
・
経
営
支
援
課
」
を
「
産
業
支
援
課
及
び
産
業
拠

点
整
備
課
」
に
改
め
、
同
表
県
土
整
備
部
県
土
整
備
総
務
課
、
用
地
課
及
び
道
路
政
策
課
の
項
中

「
県
土
整
備
部
県
土
整
備
総
務
課
」
を
「
県
土
整
備
部
県
土
整
備
政
策
課
」
に
改
め
、
同
表
都
市

整
備
部
都
市
整
備
総
務
課
、開
発
指
導
課
及
び
営
繕
課
の
項
中「
都
市
整
備
部
都
市
整
備
総
務
課
」

を
「
都
市
整
備
部
都
市
整
備
政
策
課
」
に
改
め
、
同
表
教
育
局
財
務
課
、
福
利
課
、
県
立
学
校
人

事
課
、
特
別
支
援
教
育
課
及
び
義
務
教
育
指
導
課
の
項
中
「
県
立
学
校
人
事
課
」
を
「
保
健
体
育
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課
」
に
、
「
及
び
義
務
教
育
指
導
課
」
を
「
、
義
務
教
育
指
導
課
及
び
人
権
教
育
課
」
に
、
「
課

長
」
を
「
主
幹
。
た
だ
し
、
主
幹
が
二
人
以
上
い
る
課
に
あ
つ
て
は
、
課
長
」
に
改
め
、
同
表
教

育
局
小
中
学
校
人
事
課
及
び
人
権
教
育
課
の
項
を
削
り
、
同
表
警
察
本
部
会
計
課
の
項
中
「
出
納

事
務
」
を
「
会
計
事
務
」
に
改
め
、
「
又
は
課
長
補
佐
」
を
削
り
、
同
表
警
察
本
部
交
通
指
導
課

の
項
中
「
課
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
職
員
」
を
「
同
」
に
改
め
、
同
表
所
轄
所
（
鴻
巣
保
健

所
、
所
沢
保
健
所
、
坂
戸
保
健
所
、
東
松
山
保
健
所
、
秩
父
保
健
所
、
本
庄
保
健
所
、
熊
谷
保
健

所
、
加
須
保
健
所
、
春
日
部
保
健
所
及
び
幸
手
保
健
所
並
び
に
次
の
項
か
ら
警
察
学
校
の
項
ま
で

の
も
の
を
除
く
。）
の
項
中
「
）
た
だ
し
」
を
「
）。
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
表
川
越
比
企
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
東
松
山
地
方
庁
舎
駐
在
の
項
及
び
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
地
方
庁
舎
駐
在
の

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
東
松
山
地
方
庁
舎
駐

在

東
松
山
事
務
所
長
が
あ
ら

か
じ
め
指
定
す
る
担
当
部

長
（
東
松
山
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
担
当
部
長

を
除
く
。）

東
松
山
事
務
所
長
が
あ
ら

か
じ
め
指
定
す
る
職
員

（
東
松
山
県
税
事
務
所
を

本
務
と
す
る
職
員
を
除

く
。）

東
松
山
県
税
事
務
所
を
本

務
と
す
る
担
当
部
長

東
松
山
事
務
所
長
が
あ
ら

か
じ
め
指
定
す
る
職
員

（
東
松
山
県
税
事
務
所
を

本
務
と
す
る
職
員
に
限

る
。）

北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

本
庄
地
方
庁
舎
駐
在

本
庄
事
務
所
長
が
あ
ら
か

じ
め
指
定
す
る
担
当
部
長

（
本
庄
県
税
事
務
所
を
本

務
と
す
る
担
当
部
長
を
除

く
。）

本
庄
事
務
所
長
が
あ
ら
か

じ
め
指
定
す
る
職
員
（
本

庄
県
税
事
務
所
を
本
務
と

す
る
職
員
を
除
く
。）

本
庄
県
税
事
務
所
を
本
務

と
す
る
担
当
部
長

本
庄
事
務
所
長
が
あ
ら
か

じ
め
指
定
す
る
職
員
（
本

庄
県
税
事
務
所
を
本
務
と

す
る
職
員
に
限
る
。）

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
県
税
事
務
所
の
項
中
「
県
税
事
務
所
」
の
下
に
「
（
上
尾
県
税
事
務

所
、
川
越
県
税
事
務
所
、
所
沢
県
税
事
務
所
、
秩
父
県
税
事
務
所
、
熊
谷
県
税
事
務
所
、
行
田
県

税
事
務
所
及
び
春
日
部
県
税
事
務
所
を
除
く
。）」を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

上
尾
県
税
事
務
所
、
川
越

県
税
事
務
所
、
所
沢
県
税

事
務
所
、
秩
父
県
税
事
務

所
、
熊
谷
県
税
事
務
所
、

行
田
県
税
事
務
所
及
び
春

日
部
県
税
事
務
所

所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
副
所
長
又
は
担
当
部

長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
副
所
長
又
は
担
当
部

長
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

を
本
務
と
す
る
副
所
長
及

び
担
当
部
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
を
除
く
。）

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
本

務
と
す
る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
に
限
る
。）

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
指
定
す
る
」の
下
に「
副
所
長
又
は
」

を
加
え
、
「
同
」
を
「
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
職
員
」
に
改
め
、
同
表
防
災
航
空
セ
ン
タ

ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

中
央
環
境
管
理
事
務
所
、

東
松
山
環
境
管
理
事
務
所

及
び
越
谷
環
境
管
理
事
務

所

副
所
長
（
兼
務
で
あ
る
副

所
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
を
除

く
。）

県
税
事
務
所
を
本
務
と
す

る
副
所
長
又
は
担
当
部
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
に
限

る
。）

西
部
環
境
管
理
事
務
所
及

び
秩
父
環
境
管
理
事
務
所

副
所
長
（
兼
務
で
あ
る
副

所
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
を
除
く
。）

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
本

務
と
す
る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

－７７－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
に
限
る
。）

北
部
環
境
管
理
事
務
所

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
副
所
長
（
兼
務
で
あ

る
副
所
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
を
除
く
。）

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
本

務
と
す
る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
に
限
る
。）

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
同
」
を
「
所
長
が
あ
ら
か
じ
め

指
定
す
る
職
員
」に
改
め
、
同
表
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
中「
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
下
に
「（
大
里
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
�
南
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
里
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
及
び
埼
�
南
福
祉
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

同

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
を
除
く
。）

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
本

務
と
す
る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
に
限
る
。）

越
谷
保
健
所

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
副
所
長
（
兼
務
で
あ

る
副
所
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
を
除

く
。）

県
税
事
務
所
を
本
務
と
す

る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
に
限

る
。）

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
同
」
を
「
所
長
が
あ
ら
か
じ
め

指
定
す
る
職
員
」
に
改
め
、
同
表
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
中
欄
中
「
同
」
を
「
所
長
が
あ

ら
か
じ
め
指
定
す
る
副
室
長
又
は
担
当
部
長
」
に
改
め
、
同
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
「
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
担
当
部
長
（
県
税
事

務
所
を
本
務
と
す
る
担
当

部
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
を
除

く
。）

県
税
事
務
所
を
本
務
と
す

る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
に
限

る
。）

川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
担
当
部
長
（
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
又
は
県
税
事

務
所
を
本
務
と
す
る
担
当

部
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
又
は
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
を
除

く
。）

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
本

務
と
す
る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
に
限
る
。）

県
税
事
務
所
を
本
務
と
す

る
担
当
部
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
に
限

る
。）

東
松
山
農
林
振
興
セ
ン
タ

ー
及
び
本
庄
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
担
当
部
長
（
県
税
事

務
所
を
本
務
と
す
る
担
当

部
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
を
除

く
。）
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県
税
事
務
所
を
本
務
と
す

る
担
当
部
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
県
税
事
務
所

を
本
務
と
す
る
職
員
に
限

る
。）

大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

及
び
春
日
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
担
当
部
長
（
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
を
本
務
と
す

る
担
当
部
長
を
除
く
。）

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
を
除
く
。）

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
本

務
と
す
る
副
所
長

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員
（
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
本
務
と
す
る
職

員
に
限
る
。）

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
病
害
虫
防
除
所
の
項
中
欄
中
「
同
」
を
「
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
担
当
部
長
」
に
改
め
、
同
項
下
欄
中
「
同
」
を
「
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
職
員
」
に

改
め
、
同
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
総
務
部
長
又
は
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る

担
当
部
長
」
を
「
同
」
に
改
め
、
同
表
県
土
整
備
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
主
幹

同

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
県
立
浦
和
図
書
館
の
項
中
「
県
立
浦
和
図
書
館
」
の
下
に
「
及
び
県

立
熊
谷
図
書
館
」
を
加
え
、
「
担
当
部
長
」
を
「
教
育
主
幹
」
に
改
め
、
同
表
県
立
熊
谷
図
書
館

の
項
を
削
り
、
同
表
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
の
項
中
「
教
育
主
幹
」
を
「
所
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
担
当
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
第
三
条
か
ら
第
五

条
ま
で
に
規
定
す
る
課
及
び
セ
ン
タ
ー
（
企
画
財
政
部
Ｉ
Ｔ
推
進
課
及
び
福
祉
部
福
祉
施
設
監
査

課
を
除
く
。）
の
項
中
「
企
画
財
政
部
Ｉ
Ｔ
推
進
課
及
び
」
を
「
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
、」
に
改

め
、
「
福
祉
部
福
祉
施
設
監
査
課
」
の
下
に
「
並
び
に
農
林
部
畜
産
安
全
課
及
び
生
産
振
興
課
」

を
加
え
、
同
表
福
祉
部
福
祉
施
設
監
査
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

農
林
部
畜
産
安
全
課
及
び
生
産
振
興
課

課
長
の
指
定
す
る
職
員

第
二
百
九
条
第
二
項
の
表
教
育
局
の
課
の
項
中
「
の
課
」
の
下
に「（
教
育
政
策
課
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

教
育
局
教
育
政
策
課

課
長
の
指
定
す
る
主
幹

第
二
百
九
条
第
二
項
の
表
所
轄
所（
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
、
環
境
管
理
事
務
所
、
鴻
巣
保
健
所
、

所
沢
保
健
所
、
坂
戸
保
健
所
、
東
松
山
保
健
所
、
秩
父
保
健
所
、
本
庄
保
健
所
、
熊
谷
保
健
所
、

加
須
保
健
所
、
春
日
部
保
健
所
、
幸
手
保
健
所
、
高
等
看
護
学
院
、
寄
居
林
業
事
務
所
、
農
林
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
支
所（
水
産
研
究
所
に
限
る
。）、
新
都
市
建
設
事
務
所
、
営
繕
工
事
事
務
所
、

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支
所
、
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
、
県
立
の
学
校
、
警
察
学
校
及
び
警
察

署
並
び
に
次
の
項
か
ら
北
部
教
育
事
務
所
の
項
ま
で
の
も
の
を
除
く
。）
の
項
中
「
環
境
管
理
事

務
所
」
を
「
東
部
環
境
管
理
事
務
所
」
に
、
「
寄
居
林
業
事
務
所
、
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

支
所
（
水
産
研
究
所
に
限
る
。
）
」
を
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
支
所
（
水
産
研
究
所
に
限

る
。
）、
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
、
寄
居
林
業
事
務
所
」
に
、
「
、
警
察
学
校
及
び
警
察
署
」
を

「
及
び
警
察
学
校
」
に
、
「
北
部
教
育
事
務
所
」
を
「
警
察
署
」
に
改
め
、
同
表
県
税
事
務
所
の

項
中
「
前
項
の
表
県
税
事
務
所
の
項
中
欄
に
規
定
す
る
者
以
外
の
職
員
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す

る
者
」
を
「
所
長
の
指
定
す
る
職
員
」
に
改
め
、
同
表
県
営
競
技
事
務
所
の
項
中
「
所
長
の
指
定

す
る
職
員
」
を
「
同
」
に
改
め
、
同
表
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

環
境
管
理
事
務
所
（
東
部
環
境
管
理
事
務

所
を
除
く
。）

同

第
二
百
九
条
第
二
項
の
表
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
及
び
熊
谷
家
畜
保
健
衛
生
所
の
項
を
削
り
、

同
表
秩
父
高
原
牧
場
の
項
中
「
同
」
を
「
所
長
の
指
定
す
る
職
員
」
に
改
め
、
同
表
県
土
整
備
事

務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

同

第
二
百
九
条
第
二
項
の
表
大
宮
公
園
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

同

第
二
百
九
条
第
二
項
の
表
浦
和
警
察
署
、
浦
和
西
警
察
署
、
蕨
警
察
署
、
川
口
警
察
署
、
武
南

警
察
署
、
朝
霞
警
察
署
、
新
座
警
察
署
、
草
加
警
察
署
、
大
宮
警
察
署
、
大
宮
西
警
察
署
、
上
尾

警
察
署
、
川
越
警
察
署
、
東
入
間
警
察
署
、
所
沢
警
察
署
及
び
熊
谷
警
察
署
の
項
中
「
浦
和
警
察

署
、
浦
和
西
警
察
署
、
蕨
警
察
署
、
川
口
警
察
署
、
武
南
警
察
署
、
朝
霞
警
察
署
、
新
座
警
察
署
、

草
加
警
察
署
、
大
宮
警
察
署
、
大
宮
西
警
察
署
、
上
尾
警
察
署
、
川
越
警
察
署
、
東
入
間
警
察
署
、
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所
沢
警
察
署
及
び
熊
谷
警
察
署
」
を
「
警
察
署
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
の
分
任
出
納
員
に

つ
い
て
は
総
務
を
担
当
す
る
担
当
部
長
の
職
、」
を
「
及
び
」
に
、
「
総
務
を
担
当
す
る
主
査
の

職
に
あ
る
」
を
「
、
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４５

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
五

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
に
基
づ
く
彩
の
国
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ラ
ザ
に
属
す

る
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
予
算
に
係
る
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
所
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
長
（
産
業
拠
点
整
備
課
長
を
含
む
。）」と
す
る
。

別
記
の
表
七
十
二
の
二
の
項
中
「当

座
勘
定
引
落
依
頼
書

」
を
「当

座
勘
定
引
落
依
頼
書
、
当

座
借
越
請
求
書

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
四
号
（
十
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
２
４
号
（
１
０
）
削
除

様
式
第
二
十
四
号
（
十
一
）
中
「教

科
書
（
学
習
書
）
代
金

円

」
を
削
る
。

様
式
第
二
十
四
号
（
十
三
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様
式
第
四
十
一
号
（
二
）
中
「１

下
記
の
銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領

」
を
「１

下
記
の

銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領
（
運
転
免
許
証
等
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）
」

に
改
め
る
。

「
１
下
記
の

様
式
第
四
十
一
号
（
四
）
中「

１
下
記
の
銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領
」

を

提
示
を
求

銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領
（
運
転
免
許
証
等
の

に
改
め
る
。

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

」
「
１
下
記
の

様
式
第
四
十
一
号
（
八
）
中「

１
下
記
の
銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領
」

を

証
等
の
提

銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領
（
運
転
免
許

に
改
め
る
。

示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）
」

「
１
下
記

様
式
第
四
十
一
号
（
十
一
）
中「

１
下
記
の
銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領
」

を

提
示
を

の
銀
行
に
お
い
て
現
金
を
受
領
（
運
転
免
許
証
等
の

に
改
め
る
。

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

」

様
式
第
六
十
一
号
（
一
）
か
ら
様
式
第
六
十
二
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
七
十
二
号
の
二
を
様
式
第
七
十
二
号
の
二
（
一
）
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式

を
加
え
る
。
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様
式
第
七
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
百
二
十
一
号
（
三
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
百
二
十
一
号
（
十
四
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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令 

訓 

示 

告 
附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
埼
玉
県
財
務
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

埼
玉
県
訓
令
第
六
号

本

庁

地

域

機

関

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令

１

副
知
事
の
担
任
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
議
会
と
の
連
絡
調
整
に
つ
い
て

は
共
同
し
て
担
任
す
る
も
の
と
し
、
全
庁
的
に
推
進
す
る
事
務
等
で
知
事
が
特
に
指
定
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
副
知
事
が
担
任
す
る
も
の
と
す
る
。

副
知
事

橋
本
光
男

企
画
財
政
部
、
危
機
管
理
防
災
部
、
環
境
部
、
県
土
整
備
部
及
び
都
市
整
備
部
の
所
掌
事

務
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
企
業
局
、
公
安
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
及
び
収

用
委
員
会
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

副
知
事

塩
川

修

総
務
部
、
県
民
生
活
部
、
福
祉
部
、
保
健
医
療
部
、
産
業
労
働
部
、
農
林
部
及
び
会
計
管

理
者
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
病
院
局
、
教
育
委
員
会
、
人
事
委
員
会
及
び
労
働

委
員
会
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
担
任
事
務
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、
知
事
が
こ
れ
を
裁
定
す
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
号
）は
、
廃
止
す
る
。

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

埼
玉
県
建
築
計
画
概
要
書
等
閲
覧
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
百
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

閲
覧
所

所
在
地

閲
覧
に
供
す
る
建
築
計
画
概
要
書
等

埼
玉
県
川
越
建
築

安
全
セ
ン
タ
ー
内

川
越
市
旭
町
二
丁
目
十
三

番
地
六

飯
能
市
、
入
間
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和

光
市
、
富
士
見
市
、
日
高
市
、
ふ
じ
み
野
市

及
び
入
間
郡
（
三
芳
町
に
限
る
。）
の
区
域

の
建
築
物
等
に
係
る
も
の

埼
玉
県
熊
谷
建
築

安
全
セ
ン
タ
ー
内

熊
谷
市
新
堀
五
百
番
地

熊
谷
市
、
深
谷
市
及
び
大
里
郡
の
区
域
の
建

築
物
等
に
係
る
も
の

埼
玉
県
越
谷
建
築

安
全
セ
ン
タ
ー
内

越
谷
市
越
ヶ
谷
四
丁
目
二

番
八
十
二
号

蕨
市
、
戸
田
市
、
鳩
ヶ
谷
市
、
八
潮
市
、
三

郷
市
、
吉
川
市
及
び
北
�
飾
郡
（
松
伏
町
に

限
る
。）
の
区
域
の
建
築
物
等
に
係
る
も
の

埼
玉
県
東
松
山
県

土
整
備
事
務
所
内

東
松
山
市
六
軒
町
五
番
一

東
松
山
市
、
坂
戸
市
、
鶴
ヶ
島
市
、
入
間
郡

（
三
芳
町
を
除
く
。）、
比
企
郡
及
び
秩
父
郡

（
東
秩
父
村
に
限
る
。）
の
区
域
の
建
築
物

等
に
係
る
も
の

埼
玉
県
秩
父
県
土

整
備
事
務
所
内

秩
父
市
下
影
森
千
二
番
一

号

秩
父
市
及
び
秩
父
郡（
東
秩
父
村
を
除
く
。）

の
区
域
の
建
築
物
等
に
係
る
も
の

埼
玉
県
本
庄
県
土

整
備
事
務
所
内

本
庄
市
北
堀
八
百
十
八
番

地
一

本
庄
市
及
び
児
玉
郡
の
区
域
の
建
築
物
等
に

係
る
も
の

埼
玉
県
荒
川
左
岸

行
田
市
長
野
九
百
五
十
二

行
田
市
、
加
須
市
、
羽
生
市
及
び
北
埼
玉
郡

－８８－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）
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一

県
税
及
び
県
税
に
伴
う
税
外
収
入
に
係
る
現
金
の
収
納
及
び
保
管
並
び
に
県
税
に
係

る
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

二

県
税
に
係
る
原
符
等
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

北
部
下
水
道
事
務

所
内

番
地
一

の
区
域
の
建
築
物
等
に
係
る
も
の

埼
玉
県
杉
戸
県
土

整
備
事
務
所
内

北
�
飾
郡
杉
戸
町
杉
戸
四

百
三
十
二
番
地

鴻
巣
市
、
桶
川
市
、
久
喜
市
、
北
本
市
、
�

田
市
、
幸
手
市
、
北
足
立
郡
、
南
埼
玉
郡
及

び
北
�
飾
郡
（
松
伏
町
を
除
く
。）
の
区
域

の
建
築
物
等
に
係
る
も
の

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号
（
会
計
管
理
者
事
務
の
一
部
委
任
に
つ
い
て
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

別
表
第
一
第
二
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
部
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

同
表
第
九
項
中
「
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同

項
第
十
号
中
「
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
五
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十

一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
五
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
五
号
又
は
第
六
号
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

規
則
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
領
収
書
等
（
県
税
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
県

税
に
係
る
原
符
等
」
と
い
う
。）
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

別
表
第
一
第
十
一
項
第
四
号
中
「
物
品
」
の
下
に「（
県
税
に
係
る
原
符
等
を
除
く
。）」を
加
え

る
。別

表
第
二
第
三
項
委
任
事
務
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
五
項
中
「
に
あ
っ
て
は
総
務
を
担
当
す
る
担
当
部
長
の
職
、」
を
「
及
び
」
に
、

「
総
務
を
担
当
す
る
主
査
の
職
に
あ
る
」
を
「
規
則
第
二
百
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が

別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
物
品
」
の
下
に「（
県
税
に
係
る
原
符
等
を
除
く
。）」

を
加
え
る
。

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉
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ま
市
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目
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九
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）
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